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浜
田
市
閉
！幕
！式
開
催

浜
田
市
で
は
、
去
る
９
月
３
日
側
に
石
央
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て

『浜
田
市
閉
幕
式
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

閉
幕
式
で
は
、
約
８
０
０
人
の
市

民
が
出
席
し
、
浜
日
市
の
６５
年
の
歴

史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
合
併
ほ

よ
り
１０
月
１
日
任
誕
生
す
る
新

『浜

日
市
』
へ
の
期
待
を
新
た
に
し
ま
し

た
。ま

た
、
式
の
中
で
、
各
分
野
区
め

い
て
市
の
発
展
と
振
興
区
貢
献
さ
れ

を
個
人
や
団
体
の
永
年
の
尽
力
に
感

謝
の
意
を
表
す
る
た
め
、
浜
日
市
特

別
表
彰
、
浜
日
市
表
彰
と
浜
日
市
市

民
憲
章
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

式
辞

本
国
、
浜
日
市
閉
幕
式
を
挙
行
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
来
賓
、
市

民
の
き
さ
ま
に
ほ
、
公
私
と
も
ほ
ご

多
忙
の
と
こ
ろ
、
多
数
ご
臨
席
を
賜

り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
た
＜
厚
＜

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

「浜

田
市
」
は
、
昭
和
１５
年
１１
月
３
日
区

誕
生
し
ま
し
た
が
、
９
月
３０
日
を

も
っ
て
６５
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本

市
、
金
城
町
、
旭
町
、
弥
栄
村
、
三

隅
町
の
１
市
８
町
１
村
ほ
よ
る
合
併

を
も
っ
て
、
１０
月
１
日
ほ

「新

・
浜

日
市
」
が
誕
生
す
る
運
び
と
な

っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

浜
日
市
は
、
古
＜
石
見
の
国
の
国

庁
や
国
分
寺
な
ど
が
置
か
れ
、
万
菜

の
歌
人
柿
本
人
麻
呂
も
石
見
国
府
の

役
人
と
し
て
赴
任
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
江
戸
時
代
区
は
、
浜

日
藩
の
城
下
町
と
し
て
、
ま
た
、
北

前
船
の
寄
港
地
と
し
て
賑
わ
い
、
明

治
時
代
の
初
期
ほ
浜
田
県
が
置
か
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
以
後
、
島
根
県
西

部
の
行
政

・
経
済

・
教
育

・
文
化
の

中
心
と
し
て
栄
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

浜
日
市
誌
Ｅ
よ
り
ま
す
と
、
昭
和

‐２
年
７
月
、
滴
州
事
変
が
勃
発
し
、

こ
う
し
た
時
周
の
中
、
浜
日
町
を
中

心
に
、
町
村
合
併
し
て
市
制
を
施
行

し
て
ほ
と
の
議
論
が
持
ち
上
が
り
ま

し
た
。
替
一否
両
論
の
議
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
昭
和
１４
年
６
月
１
日
、
東

久
適
宮
殿
下
が
浜
日
陸
軍
病
院
を
慰

間
の
た
め
お
越
し
区
な
り
、
城
山
か

ら
市
街
を
展
望
さ
れ
た
と
き
、
「全
国

を
み
わ
た
す
睦
、
連
隊
の
あ
る
と
こ

ろ
で
市
制
が
施
か
れ
て
い
な
い
と
こ

ろ
ほ
あ
ま
り
な
い
。
浜
田
町
も
早
＜

市
制
を
施
行
し
た
ら
ど
う
か
」
と
の

お
言
葉
が
あ
り
、
関
係
の
町
村
ほ
お

浜
田
市
の
あ
ゆ
み

１
９
４
０
　
昭
和
１５
年

‐１
・８
　
浜
日
町
と
右
見
村
、
長
浜
村
、

同
布
村
、
美
川
村
の
１
町
４
村
が
合

併
し
、
松
江
市
任
次
い
で
県
下
で
２

番
目
の
市
制
施
行

セ
・１０
　
第
１
回
市
議
会
議
員
選
挙

‐２
・別
　
初
市
議
会
で
俵
三
九
郎
氏
を

議
長
ほ
選
任

市
章
を
議
決

みヘ

１
９
４
１
　
昭
和
１６
年

１１
，１
　
初
代
市
長
ほ
山
崎
義

一
氏
就

任
３
・１
　
小
学
校
令
の
改
正
で
国
民
学

校
と
な
る
。

‐０
・５
　
浜
日
～
長
浜
間
の
海
岸
道
路

起
工

卓
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い
て
そ
れ
ぞ
れ
統
合
を
積
極
的
に
者

え
る
よ
う
ほ
な

っ
た
、
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
昭
和
１５
年
１１
月
３
日
、

浜
日
町
、
石
見
村
、
長
浜
村
、
周
布

村
、
美
川
村
の
５
町
村
の
合
併
区
よ

り
県
下
２
番
目
に
市
制
を
施
行
し
、

浜
日
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
３０
年
に
大
麻
村
と
井
野
村
の

一

部
を
、
昭
和
３３
年
に
は
金
城
町
の
佐

野
・宇
津
丼
地
区
を
編
入
し
、
更
に
、

昭
和
４４
年
ほ
は
国
府
町
と
合
併
し
、

現
在
の
市
域
と
な
り
今
日
に
至
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
制
施
行
以
来
、
６５
年
を
顧
み
ま

す
と
、
戦
中
、
戦
後
の
混
乱
期
ほ
お

け
る
市
民
生
活
の
安
定
、
そ
し
て
幾

た
び
も
の
水
害
か
ら
の
復
興
、
更
区

ほ
厳
し
い
財
政
運
営
な
ど
、
多
＜
の

困
難
を
乗
り
越
え
着
実
に
ま
ち
づ
＜

り
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
歴
代
の
市

長
、
議
長
、
議
員
の
曽
さ
ん
を
は
じ

め
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
こ
れ
ま
で

の
ご
労
苦
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て

深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
不
日
こ
の
式
典
に
お
い
て
、

永
年
に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

市
勢
の
発
展
ほ
寄
与
さ
れ
、
浜
日
南

特
別
表
彰
、
浜
田
市
表
彰
、
浜
日
市

市
民
憲
革
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
す
曽

さ
ま
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
心
か

ら
敬
意
を
表
し
、
深
＜
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
初
代
市
長
ほ
ほ
山
崎
義

一

氏
が
昭
和
１６
年
１
月
１１
日
区
就
任
さ

れ
、
浜
日
商
港
修
築
第
１
期
工
事
、

浜
日
～
長
浜
間
海
岸
道
路
な
ど
ほ
着

手
さ
れ
浜
日
市
の
礎
を
築
か
れ
ま
し

た
が
、
志
半
ば
で
急
逝
さ
れ
、
昭
和

‐８
年
７
月
Ｅ
俵
二
九
郎
氏
が
第
２
代

市
長
区
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
２‐

年
６
月
、
岡
本
俊
人
氏
が
第
３
代
市

長
ほ
就
任
さ
れ
、
そ
し
て
昭
和
塑
年

４
月
、
初
め
て
の
公
選
に
よ
る
市
長

選
挙
で
岡
本
俊
人
氏
が
第
４
代
市
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
戦
中
、
戦
後

の
混
沌
と
し
た
時
代
に
市
民
生
活
の

安
定
と
復
興
、
浜
日
市
の
発
展
ほ
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
３０
年
４
月
に
ほ
小
川
孝
祐
氏

が
６
代
市
長
Ｅ
就
任
さ
れ
、
財
政
再

建
や
浜
日
港
の
重
要
港
湾
指
定
、
集

中
豪
間
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
３３

年
受
害
の
復
興
、
浜
日
ダ
ム
陵
工
、

浜
田
市
民
会
館

の
建
設
な
ど

Ｅ
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
３８
年
４
月
ほ
ほ
、
俵
三

九
郎
氏
が
第
８
代
市
長
と
し

て
再
び
市
長
区
就
任
さ
れ
、
国

道
９
暑
改
修
事
業
、
県
立
浜
日

商
業
高
等
学
校
開
校
、
石
見
小

学
校
移
転
新
築
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
な
ど
区
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

昭
和
枢
年

４
月
Ｅ
ほ
宇
津

重
明
氏
が
第
９
代
市
長
区
就

任
さ
れ
、
国
府
町
と
の
合
併
、

浜
日
漁
港
特
定
第
３
種
漁
港

指
定
、
上
水
道
第
３
期
拡
張
事

業
着
手
、
市
立
図
書
館
移
転
新
築
、

道
分
山
開
発
、
第
２
中
学
校
移
転
新

築
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
４７
年
４
月
に
は
、
第
１１
代
市

長
区
梨
日
精
氏
が
就
任
さ
れ
、
４７

年
、
５８
年
の
２
度
の
災
害
の
復
興
、

県
立
俸
育
館
完
成
、
第
３７
回
国
民
体

育
大
会
秋
季
大
会
の
開
催
、
浜
日
商

港
の
整
備
、
浜
日
浄
苑
・清
掃
第
１
・

２
処
理
場
の
完
成
、
第

一
中
学
校
新

築
、
市
役
所
新
庁
舎
竣
工
な
ど
区
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
５９
年
に
は
第
１４
代
市
長
に
大

谷
久
滴
氏
が
就
任
さ
れ
、
浜
日
駅
前

西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
着
工
、
防

災
無
線
開
局
、
６３
年
受
害
の
復
旧
、

中
国
横
断
自
動
車
道
広
島
浜
日
線
全

線
開
通
、
県
立
国
際
短
期
大
学
開
学
、

国
道
９
暑
バ
イ
パ

ス
浜
日
道
路
開

通
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
開
館
、
世
界

才
―
ト
キ
ャ
ン
プ
大
会
開
催
、
周
布

小
学
校

・
三
階
小
学
校

。
第
三
中
学

校
竣
工
、
中
国
石
嘴
山
市
、
栄
成
市

と
の
友
好
都
市
協
定
締
結
な
ど
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
８
年
４
月
か
ら
は
、
私
が
市

政
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
「和
の

政
治
」
と

「市
民
の
た
め
の
市
政
」

を
基
本
と
し
て
諸
施
策
を
展
開
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
間
、
平
成
１０
年
度
に
は
、
国

府
中
学
校
と
有
福
中
学
校
を
統
合
し

た
浜
日
東
中
学
校
が
完
成
し
、
国
民

宿
舎

「
千
畳
苑
」
を
改
築
い
を
し
ま

し
た
。
平
成
１１
年
度
に
は
、
開
港
百

周
年
を
迎
え
た
重
要
港
湾
浜
日
港
区

暫
定
３
万
ト
ン
バ
ー
ス
が
完
成
し
、

平
成
１２
年
度
に
ほ
浜
日
港
と
韓
国
釜

山
を
結
ぶ
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
１２
年
度
怪
は
、
島
根
県
立
大

学
が
開
学
し
第
１
期
生
が
入
学
し
、

平
成
１５
年
度
に
は
大
学
院
も
開
学
い

た
し
ま
し
た
。

平
成
１５
年
度
ほ
は
、
水
道
未
普
及

地
区
の
後
野

・
佐
野

・
宇
津
丼
地
区

へ
給
水
開
始
し
、
大
長
見
ダ
ム
が
竣

工
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
１０
月
ほ
は
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
、

第
２３
回
全
国
豊
か
な
海
づ
＜
り
大
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
１６
年
度
に
は
、
４
月
ほ
浜
日
・

三
隅
道
路
の
事
業
着
手
、
１１
月
に
は

地
域
を
挙
げ
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま

し
た

「浜
日
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
新

１
９
４
２
　
昭
和
１７
年

５
・郷
　
商
港
修
築
５
か
年
計
画
の
決

定
か
ら
商
港
修
築
第
１
期
工
事
起
工

７
・１
　
那
賀
地
方
事
務
所
開
所

１
９
４
３
　
昭
和
１８
年

５
ｏ‐１
　
初
代
市
長
山
崎
義

一
氏
急
逝
、

市
葬
執
行

７
・‐６
　
２
代
国
市
長
に
俵
二
九
郎
氏

就
任

９
，２０
　
ムロ
風
ほ
よ
っ
て
大
風
水
害
を

被
る
。
当
国
の
間
曇
３
４
１
ミ
リ
、
浜

田
川
、
同
布
川
の
堤
防
が
欠
壊
。
死

者
、
行
方
不
明
者
２７
人

１
９
４
４
　
昭
和
１９
年

９
・‐７
　
前
年
に
続
き
、
暴
風
雨
の
校
害

を
受
け
る
。

セ
・１
　
浜
日
保
健
所
が
開
設

１
９
４
５
　
昭
和
２０
年

３
・　
　
長
浜
港
臨
港
線
ほ
ぼ
完
成
、
陸

軍
暁
部
隊
が
来
港
、
使
用
開
始

‐１
・６
　
米
軍
約
２
０
０
人
が
浜
田
市

へ
進
駐

‐２
・‐
　
陸
軍
衛
成
病
院
が
国
立
病
院

と
し
て
開
院

１
９
４
６
　
昭
和
２‐
年

１
・　
　
浜
日
商
工
会
館
を
南
役
所
本

館
と
し
て
僣
り
受
け
、
使
用
開
始

６
・６
　
市
議
会
で
３
代
国
市
長
に
岡

本
俊
人
氏
選
任

１０
・　
　
浜
田
商
王
会
議
所
開
所

‐１
・２
　
浜
国
市
選
挙
管
理
委
員
会
を

靭妥
撃里

姥
・　
　
県
立
水
産
講
習
所
開
設

‐２
・２０
　
浜
田
市
農
地
委
員
会
設
置
、
農

地
改
革
ほ
当
た
る
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築
」
ほ
つ
い
て
駅
北
地
区
へ
の
整
備

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
同
じ
＜
１１

月
ほ
美
川
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設

美
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始
と

な
り
、
不
年
３
月
に
は
、
原
井
小
学

校
が
竣
工
し
、
歴
史
あ
る
木
造
校
舎

任
別
れ
を
告
げ
、
新
学
期
か
ら
新
し

い
校
舎
で
の
授
業
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。
４
月
ほ
は
、
公
共
下
水

道
国
府
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始

と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
市
制
施
行
以
来
、
幾
多

の
先
人
の
努
力
と
英
断
に
よ
り
様
々

な
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
が
花
開
き
、
列
世

紀
ほ
向
け
て
浜
田
市
の
安
定
と
発
展

へ
の
基
盤
が
整

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

一
方
、
浜
日
市
が
生
ん
だ
人
物
任

目
を
向
け
ま
す
と
、
文
化
勲
章
の
受

革
者
と
し
て
、
鉄
鋼
の
研
究
、
組
織

鑑
定
分
野
に
新
領
域
を
開
き
、
日
本

鉄
鋼
業
繁
栄
の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し

た
冶
金
学
者
の
俵
國

一
博
士
と
、
戦

前
、
戦
後
と
２
度
に
わ
た
り
法
隆
寺

壁
画
模
写
に
従
事
し
、
そ
の
後
、
市

展
、
日
展
な
ど
に
名
作
を
相
次
い
で

発
表
し
、
東
洋
画
の
伝
統
的
な
線
を

生
か
し
た
橋
本
様
式
と
呼
ば
れ
る
独

創
的
芸
術
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
日
不

画
家
の
橋
本
明
治
画
伯
の
あ
二
人
を

輩
出
し
て
お
り
ま
す
。

浜
日
市
は
、
来

る
１０
月
１
日
に

「新

・
浜
日
市
」
と
し
て
新
た
産
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
翌
自
い
海
・緑

の
大
地
　
人
が
輝
き
文
化
の
か
あ
る

ま
ち
」
を
、
新
市
ま
ち
づ
＜
り
の
理

念
と
し
て
、
新
市
建
設
計
画
に
よ
っ

て
新
た
な
ま
ち
づ
＜
り
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
ほ
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
先
人
の
を
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
よ

っ
て
築
い
て
こ
ら
れ
を
礎
を
糧

と
し
て
、
市
民
の
普
さ
ん
の
英
知
を

結
集
し
、
新
市
の
ま
ち
づ
＜
り
Ｅ
ま

い
進
す
る
魅
要
が
あ
り
ま
す
。
合
併

に
よ
り
市
域
が
拡
大
し
、
海
浜
部
と

山
間
部
、
都
市
部
と
農
村
部
と
が

一

体
と
な
っ
て
発
展
す
る
よ
う
市
民
普

で
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。終

わ
り
区
、
今
回
ま
で
市
勢
発
展

に
ご
尽
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
多
＜
の
普
さ
ま
Ｅ
対
し
ま
し

て
、
重
ね
て
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
ほ
、
本
国

ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
１７
年
９
月
３
日

浜
日
市
長宇

津

徹

男

浜

田
市
特
別
表
彰

《
地
方
自
治
功
労
》

○
牛
尾
　
公
介

　

（８４
歳
・内
村
町
）

○
佐
々
本
哲
郎

　

（８０
歳
．津
摩
町
）

○
神
日
　
武
子

　

（９４
歳
・大
辻
町
）

○
森
福
　
忠
友

　

（９‐
歳
告
向
日
町
）

○
才
下
　
茂
雄

　

（８‐
歳
．熱
日
町
）

○
梨
日
　
武
史

　

（７９
歳
・浅
井
町
）

○
扇
本
　
武
司

　

（７７
歳
・殿
　
町
）

○
徳
原
　
繁

一
　

（５‐
歳
．砥
原
町
）

○
江
□
　
修
吾

　

（５７
歳
・長
沢
町
）

○
小
池
　
史
鯛

　

（７６
歳
・熱
日
町
）

○
向
　
　
惇
雄

　

（７０
歳
．津
摩
町
）

○
山
本
　
一昌
彦

　

（６９
歳
・黒
川
町
）

○
佐
々
木
喜
久

　

（６９
歳
・鍋
石
町
）

○
渡
極
　
一二
男

　

（６７
歳
・国
分
町
）

○
下
隅
　
主我
征

　

（６５
歳
・河
内
町
）

○
片
山
　
　
動
小

（６４
歳
・松
原
町
）

○
牛
尾
　
博
美

　

（５９
歳
・極
原
町
）

○
江
角
　
敏
利

　

（４８
歳
，熱
日
町
）

○
川
神
　
俗
司

　

（４８
歳
・長
沢
町
）

○
大
谷
　
　
坦

　

（８０
歳
．長
沢
町
）

○
濱
崎
　
櫨
重

　

（７８
歳
・
下
府
町
）

○
塙
　
　
　
一見
　

（８２
歳
・殿
　
町
）

○
小
川
　
信
之

　

（８０
歳
．野
原
町
）

○
本
村
　
　
一厳
　

（８８
歳
・内
日
町
）

○
栗
山
　
定
道

　

（７７
歳
・井
野
町
）

○
澤
野
　
久
方

　

（７５
歳
・西
村
町
）

○
梨
日
　
〕具
人

　

（８８
歳
・浅
井
町
）

○
新
井
　
義
弛
（８４
歳
・瀬
戸
ヶ
島
町
）

○
長
谷
川
勝
宣

　

（７２
歳
・後
野
町
）

○
原
日
　
勝
弘

　

（７６
歳
・長
沢
町
）

○
東
　
　
早
子

　

（慨
歳
・長
沢
町
）

○
日
高
　
一暑
應

　

（１００
歳
・杉
戸
町
）

○
萬
燈
　
末
達

　

（８６
歳
・浅
井
町
）

○
内
藤
　
威
車榮

　

（８０
歳
．内
村
町
）

○
江
後
　
卓
扇

　

（７４
歳
・周
布
町
）

○
河
野
　
裕
繁

　

（８０
歳
．長
浜
町
）

○
船
津
　
善
八

　

（確
歳
・原
井
町
）

《
民
生
事
業
功
労
》

○
岡
田
　
　
繁

　

（７０
歳
．港
　
町
）

○
山
崎
　
≡需
極

　

（６６
歳
。日
脚
町
）

○
半
日
　
　
浄

　

（７６
歳
・殿
　
町
）

○
森
福
　
　
直

　

（６８
歳
・黒
川
町
）

○
瀬
山
カ
ズ
子

　

（７３
歳
・浅
井
町
）

○
土
井
　
　
博

　

（８４
歳
・
日
　
町
）

○
室
崎
　
一昌
悪

　

（７０
歳
．栄
　
町
）

○
遠
藤
　
公
輝

　

（６４
歳
・日
　
町
）

○
又
村
　
清
美

　

（７８
歳
・長
浜
町
）

○
南
　
　
久
光

　

（７７
歳
・黒
川
町
）

○
舟
本
　
国日
治

　

（６９
歳
・朝
日
町
）

《
農
林
水
産
業
功
労
》

○
後
山
　
　
魯臭
　

（７９
歳
圭
一階
町
）

○
佐
々
木
正
好

　

（７５
歳
・宇
野
町
）

○
岩
井
　
恒
雄

　

（７５
歳
・横
山
町
）

○
佐
々
木
　
博

（８‐
歳
．
下
有
福
町
）

１
９
４
７
　
昭
和
２２
年

４
・１
　
寧
制
改
革
で
６
・３
制
と
な

り
、
市
内
産
５
つ
の
新
制
中
学
校
を

執喪
宰崚

４
・５
　
初
の
首
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
４

代
圏
市
長
区
岡
本
俊
人
氏
が
当
選

４
・３０
　
戦
後
初
の
市
議
会
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
議
員
３０
人
選
出

８
・９
　
市
消
防
本
部
設
置

８
・３‐
　
進
駐
軍
が
浜
田
市
か
ら
引
き

場
げ
る

１‐
．３０
　
天
皇
陛
下
、
当
地
方
に
行
幸

１
９
４
８
　
昭
和
２３
年

３
・７
　
市
警
察
設
置
、
署
長
に
難
波
泰

一
氏
就
任

４
・
　

掌
制
改
革
で
市
立
実
践
女
掌

校
ほ
市
立
家
政
高
等
学
校
、
県
立
浜

日
中
学
校
ほ
第
１
高
等
学
校
、
県
立

浜
田
女
学
校
ほ
第
２
高
等
学
校
ほ
そ

れ
ぞ
れ
改
称

５
，１
　
浜
田
海
上
保
安
部
設
置

５
ｏ‐０
　
県
立
浜
田
水
産
高
等
学
校
開

校
７
・２０
　
消
防
組
織
法
の
施
行
か
ら
市

消
防
団
発
足
。
団
員
２
７
１
人

８
・１
　
市
立
い
ず
み
保
育
園
開
設

９
・‐８
　
市
立
養
老
院
設
置

９
・如
　
浜
日
市
民
歌
制
定

‐１
・５
　
市
設
野
球
場
完
成

１
９
４
９
　
昭
和
２４
年

１
，１
　
市
国
民
健
康
保
険
発
足

３
・　
　
浜
日
沢
業
用
無
線
局
開
局

４
・１
　
浜
田
児
童
相
談
所
設
置

（菊
水

公
会
堂
内
）
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《
商
工
業
功
労
》

○
平
岡
　
龍

一
　

（７２
歳
・紺
屋
町
）

○
宮
日
　
軌
　
　

（７０
歳
．朝
日
町
）

○
山
本
　
重
芳

　

（７５
歳
。国
分
町
）

《
教
育
文
化
功
労
》

○
齋
藤
　
紀
子

　

（５４
歳
・杉
戸
町
）

○
長
野
　
順
子

　

（７２
歳
・長
見
町
）

○
野
上
フ
サ
ヱ
　

（確
歳
圭
一階
町
）

○
向
日
　
友
義

　

（７６
歳
。熱
日
町
）

○
爾
重
　
正
之

　

（７９
歳
讐
同
日
町
）

○
牛
尾
　
安
秀

　

（７４
歳
・長
浜
町
）

○
宮
下
　
主義
重

　

（６９
歳
・熱
日
町
）

○
下
府
・子
ど
も
と
地
域
を
考
え
る
会

（会
長
　
久
佐
興
士
忠

・
下
府
町
）

○
財
団
法
人
浜
日
市
学
校
給
食
会

（理
事
長
　
畑
岡
正
弘

・
熟
日
町
）

△ 「浜田市特別表彰」受賞者

○
浜
日
市
体
育
協
会

（会
長
　
大
谷
　
久
漏

・
殿
町
）

○
江
川
　
安
夫

　

（６‐
歳
。国
分
町
）

○
清
水
　
博
子

　

（５６
歳
・浅
井
町
）

○
中
村
　
保
枝

　

（７８
歳
・相
生
町
）

○
永
尾
　
和
子

　

（５９
歳
・港
　
町
）

〇
三
上
　
土〓
　
　
（６６
歳
・野
原
町
）

○
山
崎
　
節
子

　

（６５
歳
・浅
井
町
）

○
浜
日
市
文
化
協
会

（会
長
　
）退
藤
　
公
輝

・
黒
川
町
）

○
平
野
　
　
偉

　

（７４
歳
・原
　
町
）

○
宮
日
　
金
吾

　

（７７
歳
・相
生
町
）

○
子
ど
も
の
う
と
を
育
て
る
会

（代
表
者
　
能
小谷
　
泰
治
・黒
川
町
）

○
兒
島
　
俊
平

　

（７７
歳
・相
生
町
）

○
下
日
　
ロロ
利

　

（８０
歳
．熱
日
町
）

《
国
際
交
流
功
労
》

○
大
谷
　
久
漏

《
篤
行
》

○
真
原
　
清
弘

○
段
塚
壽
美
子

○
中
村
　
孝
雄

〇
三
浦
　
　
修

《
そ
の
他
功
労
》

（７９
歳
・熱
日
町
）

（６８
歳
・内
日
町
）

（８７
歳
・長
沢
町
）

（７４
歳
・杉
戸
町
）

（６‐
歳
．片
庭
町
）

○
株
式
会
社
チ
ャ
ー
ム
ラ
ン
ド
リ
ー

（代
表
取
締
役
　
一局
橋
　
正
紘

・
下

府
町
）

○
株
式
会
社
大
磯

（代
表
取
締
役
社
長
　
大
地
本
定

・

原
井
町
）

○
大
学
を
支
え
る
会

（会
長
　
山石
谷
百
合
雄
・殿
町
）

○
浜
田
市
交
通
指
導
員
連
絡
会

（会
長
　
と遅
藤
　
公
輝

・
殿
町
）

【感
謝
状
】

《
教
育
文
化
功
労
》

○
金
本
　
俗
行（６７
歳
・益
日
市
須
子
町
）

○
中
本
征

一
郎

（６５
歳
。江
津
市
都
野
津
町
）

《
そ
の
他
功
労
》

○
在
京
浜
日
会

（会
長
　
坂
根
正
弘
・東
京
都
中
央
区
）

○
関
西
浜
日
会

（会
長
　
一戸
津
川
明
克
・大
阪
市
北
区
）

○
ひ
ろ
し
ま
ほ
ま
だ
会

（会
長
　
小
原
　
正
・広
島
市
中
区
）

平
成
１７
年
度
　
浜
田
市
表
彰

《
地
方
自
治
功
労
》

○
佐
々
木
　
勲

　

（８９
歳
圭
一階
町
）

○
佐
々
木
正
夫

　

（９５
歳
・周
布
町
）

○
石
日
　
清
重

　

（５３
歳
・黒
川
町
）

○
大
崎
　
和
則

（４４
歳
・下
有
福
町
）

○
川
崎
　
久
登

　

（４８
歳
・上
府
町
）

○
近
重
　
正
利

（５５
歳
・下
有
福
町
）

○
中
本
　
順
三
　

（５４
歳
・久
代
町
）

○
橋
本
　
　
弘

　

（４９
歳
・宇
野
町
）

○
道
下
　
文
男

　

（５３
歳
・日
脚
町
）

《
民
生
事
業
功
労
》

○
川
本
八
重
子

　

（６２
歳
・日
脚
町
）

○
小
林
　
修
司

　

（６２
歳
・上
府
町
）

○
浜
崎
　
　
的豆
　

（５８
歳
・元
浜
町
）

《
農
林
水
産
業
功
労
》

○
伊
藤
　
詳
雄

　

（７３
歳
・国
分
町
）

○
上
野
　
久
善

　

（６８
歳
・熱
日
町
）

○
殿
川
　
定
美

　

（７８
歳
・佐
野
町
）

○
銀
治
畑
義
征

　

（６６
歳
。長
見
町
）

《
教
育
文
化
功
労
》

○
藤
原
ヒ
サ
ヨ

○
伏
谷
　
和
重

〇
三
明
　
敏
隆

○
山
根
　
　
毅

○
遠
藤
か
ず
子

○
加
藤
　
恵
子

４
・１
　
県
立
第
１
・第
２
高
等
学
校
、

市
立
家
政
高
校
の
３
校
を
統
合
し
、

県
立
浜
田
高
等
学
校
と
な
る

６
・１
　
浜
日
電
報
電
話
局
開
局

１
９
５
０
　
昭
和
２５
年

４
・‐８
　
県
立
浜
田
高
等
学
校
が
旧
劉

連
隊
兵
舎
へ
移
転

６
・３０
　
市
営
陸
上
競
技
場
完
成

９
・８
　
市
営
鮮
魚
荷
揚
場
完
成

１０
．２３
　
市
役
所
新
庁
舎
に
移
転

（旧
浜

田
中
学
校
舎
を
改
造
）

１１
・３
　
市
制
施
行
１０
周
年
記
念
式
典

を
挙
行

１
９
５
１

昭
和
２６
年

４
・３０
　
市
長
選
挙
で
岡
本
俊
人
氏
再

選
８
・１
　
市
立
母
子
寮

（愛
宕
寮
）
開
設

１
９
５
２

昭
和
２７
年

３
，３‐
　
島
根
大
学
浜
日
分
校
廃
止

４
・１
　
市
消
防
署
設
置

（署
長
以
下
２０

人
）

５
・２８
　
浜
田
漁
港
が
第
３
種
漁
港
睦

指
定

１０
，１
　
消
防
署
庁
舎
新
築

（現
在
の
市

民
会
館
跡
地
）

‐１
・３
　
浜
田
市
教
育
委
員
会
設
置

１
９
５
３
　
昭
和
２８
年

１
・１０

市
立
み
の
り
俣
育
園
を
開
設

１０
・セ

旧
浜
田
師
範
学
校
跡
Ｅ
県
立
ろ

う
学
校
設
置

確
・％

浜
国
市
に
救
急
車
を
設
置

１
９
５
４
　
昭
和
２９
年

３
・３
　
市
立
養
老
院
を
増
築

（収
容
数

‐８
人
か
ら
５３
人
ほ
）

（７９
歳
・内
日
町
）

（５８
歳
，長
沢
町
）

（５７
歳
・久
代
町
）

（６４
歳
・熱
日
町
）

（５５
歳
・長
沢
町
）

（４９
歳
・黒
川
町
）

○
上
岡
　
直
晴

　

（６‐
歳
．佐
野
町
）

○
小
林
　
美
昭

　

（６７
歳
・上
府
町
）

○
森
　
　
哲
舞

　

（６３
歳
・佐
野
町
）

○
佐
々
本
　
晃

（５９
歳
・下
有
福
町
）

【感
謝
状
】

《
篤
行
》

○
橋
本
　
弘
安（貶
歳
・東
京
都
杉
並
区
）

△ 「平成17年度 浜 田市表彰」受賞者
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平
成
１７
年
度

浜
田
市
市
民
憲
章
表
彰

○
大
谷
　
安
榮

　

（８０
歳
．日
橋
町
）

○
岡
田
　
櫨
代

　

（８‐
歳
．長
浜
町
）

○
國
分
ミ
ハ
ル
　

（７７
歳
・天
滴
町
）

○
武
智
　
春
雄

　

（７６
歳
・租
原
町
）

○
署
谷
　
清
美

　

（６３
歳
・内
村
町
）

○
長
見
ト
ミ
子

　

（７９
歳
・日
　
町
）

○
永
見
　
善
隆

　

（既
歳
・内
日
町
）

○
演
日
　
幸
子

　

（７４
歳
・西
村
町
）

○
本
田
カ
ズ
ヱ
　

（７７
歳
・生
湯
町
）

〇
三
浦
　
一二
弘

　

（７４
歳
・内
村
町
）

○
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

マ
リ
ン

ト
ー
ク
の
会
（代
表
　
野
上
明
子
）

「平成17年度 浜 田市市民憲章表彰者」受賞者

受
賞
者
代
表
謝
辞

本
日
、
記
念
す
べ
き
浜
田
市
閉
幕

式
に
際
し
、
地
元
県
議
会
議
員
を
は

じ
め
ご
来
賓
多
数
の
ご
臨
席
を
い
た

だ
＜
中
で
、
私
た
ち
１
２
９
名
が
、
表

彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、

衷
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
と
と
も

に
、
甚
だ
僣
越
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
受

賞
者
の
普
さ
ま
区
代
わ
り
、　
三
高
お

礼
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。既

区
ご
承
知
の
よ
う
に
、
昭
和
１５

年
１１
月
、
浜
田
町
を
中
心
に
５
町
村

が
合
併
し
て
県
下
で
２
番
目
の

「浜

日
市
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
初
代
山
崎
義

一
市

長
さ
ん
を
は
じ
め
、
歴

代
の
市
長
さ
ん
が
５
万

市
民
の
普
さ
ん
と
手
を

携
え
て
、
島
根
県
西
郡

の
中
核
都
市
と
し
て
、

石
見
部
の
中
心
地
浜
日

市
発
展
の
た
め
、
努
力

を
重
ね
て
来
ら
れ
ま
し

た
。浜

日
市
発
足
以
来
６５

年
の
歴
史
の
中
で
も
、

日
本
海
ほ
昔
よ
り
内
外

交
流
の
拠
点
で
あ
り
、

産
業
文
化
振
興
の
み
な

も
と
と
し
て
人
々
の
生

活
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
マ
リ
ン
大
橋
や
５
万

ト
ン
バ
ー
ス
建
設
Ｅ
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
天
然
の
良
港
で
あ
る
浜
日
港

を
基
地
ほ
し
た
豊
か
な
漁
業
の
振

興
、
内
外
貿
易
の
飛
躍
的
な
発
展
、

そ
し
て
人
に
優
し
＜
住
み
よ
い
町

「浜
日
」
の
福
祉

・
医
療

・
防
災
や

産
業
振
興
、
教
育
環
境
な
ど
を
充
実

す
る
た
め
の
諸
施
設
の
整
備
拡
充
と

建
設
、
そ
し
て
県
立
大
学
の
誘
致
と

４
年
制
へ
の
移
行
、
大
学
院
の
開
学

な
ど
、
目
覚
ま
し
い
発
展
を
成
し
遂

げ
、
国
際
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
地

域
の
活
性
化

・
文
化
の
発
展
ほ
大
き

＜
貢
献
し
て
い
ま
す
。

浜
日
港
と
並
ん
で
、
全
国
区
先
駆

け
て
整
備
さ
れ
た
中
国
横
断
自
動
車

道
広
島
浜
日
線
、
ま
た
江
津
道
路

・

浜
日
美
都
線
の
開
通
や
三
隅
道
路
の

建
設
計
画
等
高
速
道
路
の
整
備
に
よ

り
環
日
本
海
時
代
が
到
来
し
ま
し

た
。間

も
な
＜
４
万
６
千
人
の
浜
日
市

ほ
更
な
る
発
展
を
期
し
て

一
応
の
幕

を
閉
じ
、
５
つ
の
市
町
村
が

「
平
成

の
大
合
併
」
任
よ
り
、
新
し
い
行
政

組
織
の
も
と
６
万
５
千
人
の

「新
浜

日
市
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
市
民
が
今
ま

で
各
分
野
で
果
た
し
て
来
を
小
さ
な

力
は
、
「言
い
海

・
緑
の
大
地

。
人
が

輝
き
、
文
化
の
か
か
る
新
市
の
ま
ち

づ
＜
り
」
の
た
め
途
切
れ
な
＜
続
＜

こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

「浜
日
藩
追
憶
の
碑
」
に
作
家
司

馬
遼
太
郎
先
生
ほ

「
石
見
人
は
誇
り

た
か
＜
、
そ
の
詰
る
べ
き
根
拠
ほ
た

だ
石
見
人

で
あ
る
こ
と
な

の
で
あ

る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の

誇
る
べ
き
右
見
人
が
協
力
し
て

「新

浜
田
市
」
の
発
展
Ｅ
貢
献
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
、
ま
た
ご
出
席
の
皆
さ

ま
万
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

し
、
言
葉
ほ
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

謝
辞
と
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

平
成
１７
年
９
月
３
日

下
　
日
　
口臼
　
利

６
・卸
　
市
警
察

（自
治
添
警
察
）
廃
止

７
・郷
　
農
地
、
農
調
、
農
業
改
良
委
員

会
が
統
合
し
、
農
業
委
員
会
を
発
足

９
・‐８
　
瀬
戸
ヶ
島
ほ
市
立
水
族
館
が

完
成
し
開
館

１
９
５
５
　
昭
和
３０
年

４
・１
　
大
麻
村
お
よ
び
井
野
村
の

一

部
を
編
入
合
併

４
・１
　
児
童
福
社
施
設

「浜
田
掌
園
」

開
設

４
・３
　
市
長
選
挙
で
小
川
孝
祐
氏
当

選
８
・１
　
浜
園
港
駅
開
設

１
９
５
６
　
昭
和
釧
年

３
・３
　
地
方
事
務
所
廃
止

県
税
・土
木
・農
林
土
木
・農
業
改
良
・

水
産
・那
糞
福
祉
の
各
事
務
所
ほ
独

一立
６
．３０
　
市
立
養
老
院
、
国
脚
に
移
転
改

築
完
成

‐１
，‐３
　
上
水
道
拡
張
第
２
期
工
事
起

工
１１
・梵
　
地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措

置
法
を
適
用

（昭
和
３２
年
度
か
ら
８

か
年
で
８
、４
０
０
万
の
赤
字
を
解
消
）

１
９
５
７
　
昭
和
３２
年

５
・如
　
浜
田
港
が
重
要
港
湾
に
指
定

１‐
，３０
　
浜
日
ガ
ス
の
の
設
立
で
都
市

ガ
ス
供
給
開
始

１
９
５
８
　
昭
和
３３
年

４
・　
　
国
道
９
暑
の
改
修
始
ま
る

６
，７
　
金
城
村
の
一
部
佐
野
・宇
津
丼

地
区
を
編
入
合
併

△宇津市長から賞状を受け取る下田昌利さんと在京浜日会、

関西浜国会、ひろしまはまだ会の各代表
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議

轟

☆
浜
田
市
長
賞

目
指
し
ま
す
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る

新
浜
田
石
見
小
６
年
　
　
中
村
　
首
ネ穂

動
き
だ
そ
う
　
あ
な
た
の

一
歩
で

未
来
は
変
わ
る

三
中
３
年
ヽ
　

十二
代
本
優
有
菜

☆
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施

委
員
長
賞

　
　
　

，

い
じ
め
の
芽
　
う
む
の
は
あ
な
た

つ
む
の
も
あ
な
た

三
階
小
５
年
　
　
久
保
ま
な
み

い
け
な
い
と
　
知

っ
て
い
る
自
分
に

ま
け
ち
ゃ
だ
め
　
　
　
　
，

東
中
「
年
　
　
　
大
平
末
奈
美

☆
松
江
保
護
観
察
所
長
賞

よ
ろ
こ
ぼ
う
　
み
ん
な
で
で
き
た

そ
の
こ
と
を

原
井
小
５
年
　
　
下
村
賢
太
郎

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
勇
気
が
　
や
が
て

大
き
な
　
華
と
な
る

一
中
２
年
　
　
　
一二
浦
　
範
子

☆
浜
田
市
教
育
長
賞

な
や
ま
ず
に
　
い
や
だ
と
言
え
る

強
い
意
志

有
福
小
５
年
　
佐
々
木
真
智
子

伝
え
た
い

「生
き
る
」
と
い
う
名
の

意
味
と
幸
せ

四
中
２
年
　
　
　
永ヽ
見
佳
那
子

ヘ

ヘ

☆
浜
田
地
区
保
護
司
会
浜
田
支
部

長
賞

け
し
ち
ゃ
だ
め
　
注
意
が
で
き
る

心
の
火
雲
雀
丘
小
６
年
　
森
本
　
春
樹

い
い
と
こ
ろ
　
い
っ
ぱ
い
も

っ
て
る

本
当
だ
よ

東
中
３
年
　
　
　
一二
浦
　
愛
美

☆
浜
日
地
区
更
生
保
護
女
性
会
会

長
賞

気
づ
い
た
ら
　
だ
ま

っ
て
い
な
い
で

声
か
け
て

周
布
小
６
年
　
　
宮
本
　
由
妃

強
い
の
は
　
や
る
人
じ
ゃ
な
く

守
る
人
一
中
３
年
　
　
　
角
島
　
正
人

☆
審
査
委
員
長
賞

社
会
の
窓
　
開
い
て
い
く
の
は

あ
な
た
で
す

国
府
小
６
年
　
　
天
野
あ
か
り

手
を
つ
な
ぎ
　
み
ん
な
で
作
る

人
、
未
来

二
中
２
年

　

　

森
下
　
祥
恵

佳
作
や
め
よ
う
と
　
自
分
の
心
に

ブ
レ
ー
キ
を

原
井
小
６
年
　
　
平
野
朱
寿
代

悪
い
こ
と
　
見
て
み
ぬ
ふ
り
は

や
め
よ
う
よ

雲
雀
丘
小
５
年
　
極
浦
　
航
人

さ
し
の
べ
て
　
仲
間
一の
助
け
に

君
の
手
を

松
原
小
６
年
　
　
中
村
　
春
香

友
達
の
　
な乱
持
ち
に
今
す
ぐ

気
づ
き
た
い

石
見
小
●
年
　
　
小
竹
沙
也
加

悪
い
こ
と
　
こ
と
わ
る
勇
気
を

大
切
に
後
野
小
５
年
　
　
平
薮
　
　
慧

あ
い
さ
つ
は
　
心
と
心
が

ふ
れ
あ
う
言
葉

佐
野
小
６
年
　
　
岡
本
　
首
本依

ス
タ
ー
ト
は
　
明
る
い
笑
顔
と

あ
い
さ
う
で

美
川
小
６
年
　
　
福
井
　
瑞
穂

あ
い
き
つ
は
　
ば
ぐ
と
わ
た
し
の

！に
じ
の
は
し
ャ

同
布
小
５
年

ン
峠
　
「
　

誠

と
ど
け
よ
う
　
み
ん
な
持

っ
て
る

や
さ
し
さ
を

長
浜
小
５
年
　
　
向
日
　
　
和

き
づ

こ
う
よ
　
み
ん
な
の
め
い
わ
く

ま
わ
り
の
目
≡
！

上
府
小
６
年
　
　
佐
々
木
毅
人

「
こ
ん
に
ち
は
」
　

そ
の

一
言
が

温
か
い
　
　
．

国
府
小
６
年
　
　
笹
川
　
　
開

勇
気
出
し
！
あ
な
た
の
一
歩

！ふ
み
だ
そ
う

有
福
小
６
年
　
　
笠
江
　
立弓
介

た
す
け
よ
う
　
や
さ
し
い
心

大
事
な
仲
間

宇
野
小
６
年
　
　
安
永
　
将
人

青
空
に
　
大
き
な
ゆ
め
を

え
が
こ
う
よ

三
階
小
５
年
　
　
藤
日
　
千
晴

大
好
き
だ
　
い
じ
め
の
な
い
町

僕
の
町
一
中
１
年
　
　
　
阪
本
　
主早
敬

分
か

っ
て
る
　
と風
付
か
ぬ
フ
リ
は

も
う
し
な
い

三
中
「
年
　
　
　
安
部
真
里
英

育
て
よ
う

！！み
ん
な
が
実
顔
に

な
れ
る
町

三
中
１
年
　
　
　
江
尾
　
理
紗

元
気
出
る
　
△
，
日
も
す
て
き
な

そ
の
実
顔

四
中
３
年
　
　
　
中
日
小
百
合

友
情
は
　
一言
葉
に
だ
せ
な
い

た
か
ら
も
の

東
中
３
年
　
　
　
河
上
　
拓
也
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退
職
手
当

区分
浜田市 国

自己都合 勧奨 ・定年 自己都合 勧奨 ・定年

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

2 1 0 0月分

33 7 5用分

47 5 0用分

60 0 0月分

280875月分

43335用 分

6099月 分

6009月 分

2 1 0 0月分

3 3 7 5月分

4 7 5 0月分

5 9 2 8月分

2 7 3用分

421 2月分

592 8月分

592 8月分

加算措置
定年前早期退職 ・早期勧奨
特炉J措置 (2%～30%加算)

定年前早期退職特例措置
(2%～20%力B算)

※退職手当の支給率は、平成17年4月 1日から国と同様こ実施します。

0職 員手当のJ犬況 (平成16年度末支給割合)

(原動機付自転車使用者は自動二輪使用者と同様です。)

① 職員の勤務時間等の状況

区分 内容

勤務8寺間
午前 8時 30分から午後 5時 15分まで
(休憩時間を除<1日 当たり8時 間、週40時間勤務)

休憩時間 午後12時15分から午後 1時 までの45分間

休息8寺間 正午から15分間および午後 3時 から15分間

週 休 日 日躍日および土躍日

休   日
国民の祝日|こ関する法律こ規定する休日および年末年
始 (12月29日か4~l翌年の 1月 3日まで)

米職員の動務3守間などは、職場の特殊事情こより勤務の割振りをしています。

0職 員の分限および懲戒処分の状況 (平成 16年度中)

O職 員の福祉および利益の保護の状況 (平成16年度中)

O公 平委員会の業務の状況 (平成16年度中)

１
９
６
５
　
昭
和
４０
年

３
・　
　
市
立
長
浜
保
育
園
完
成

４
・１
　
県
立
浜
田
商
業
高
等
学
校
開

校
６
・１
　
石
見
小
学
校
藩
転
改
築
工
事

完
成

６
・‐１
　
広
島
浜
日
中
国
横
断
自
動
車

道
建
設
法
公
布

１
９
６
６
　
昭
和
４‐
年

８
ぃ２６
　
浜
田
合
同
庁
舎
完
成

８
・３‐
　
浜
日
港
５
、
０
０
０
ト
ン
岩
壁

完
成

１‐
．２４
　
都
市
計
直
事
業
の
浅
井
土
地

区
画
整
理
事
業
の
着
手

１
９
６
７
　
昭
和
４２
年

４
・１
　
浜
日
商
工
会
議
所
移
転
改
築

完
成
　
　
　
　
　
！

４
・‐０
　
市
立
長
浜
幼
稚
園
が
開
園

４
・２４
　
浜
田
学
佼
給
食
セ
ン
タ
ー
完

成
、
業
務
開
始

４
・郷
　
市
長
選
挙
で
宇
津
重
明
氏
当
選

‐０
，９
　
皇
太
子
・同
妃
殿
下
行
啓

１
９
６
８
　
昭
和
４３
年

３
・３‐
　
美
川
東
小
学
校
を
美
川
小
学

校
に
統
合

５
・‐０
　
国
際
電
信
電
話
浜
日
国
際
中

継
所
が
三
階
山
ほ
完
成

９
・‐１
　
市
花

「
つ
つ
じ
」、
市
本

「松
」

に
決
ま
る

１０
・１
　
浜
園
港
ほ
広
島
検
疫
所
浜
田

出
張
所
が
開
所

１
９
６
９
　
昭
和
４４
年

３
・１
　
国
府
町
を
編
入
合
併

４
・千
　
浜
田
漁
港
が
特
定
第
３
重
漁

港
Ｅ
昇
格

0職 員の休暇などの状況

区分 内容

年次有給休3撰
十年こつき20日間付与、新規採用職員は15日間付う。
(平成16年の平均取得日数よ84日 )

病気休3歳
負傷または疾病のため療養することがやおを得ない

と認められる場合の休暇。私傷病に該当する場合ほ90

日付与。(平成16年度の30日超の取得件数ほ5件 )

特別休3摂

受害、結婚、出産、忌Bな ど特別の事由こより勤務し
ないことが相当であると認められる場合の休暇。
特別休暇の種類は、感染症、受害などこよる交通遮断・

住居の破壊、証人などの官公庁への出頭、公民権の行
使、生理休3撰、ボランテイア休暇、産前の健診、産前
産後休‖撰、子し幼児検診、妊娠障害休暇、育児時間、結
婚休限、妻の分べん、男子の育児、子どもの香護休暇、
夏季休‖摂、健康増進休限、父母等の法要、忌3、 ドナー

イ木‖摂。

介護体限

配偶者、父母、子などの負傷、疾病またほ高齢こより
日常生活を営おのこ支障がある者の介護をするため、
勤務しないことが相当であると認められる場合の無
給休暇。(平成16年度の取得件数ほ0件 )

(平成16年度支給割合)

期
末

・
勤
勉
手
当

区分
浜田市 国

期末 勤勉 期末 勤勉

期

期

周

周

計

父
υ

姥

1 4 0月 分

16 0月 分

30 0月 分

07 0月 分

07 0月 分

14 0月 分

同 じ

力B算措置 有 (職制
上の段階 ・職務

の級等こよる加算措置)
同 じ

(平成16年4月 1日現在)

浜田市の内容(月額) 国

扶
養
手
当

配偶者

扶養親族でない配偶者を有する場合の1人目の子等

配偶者以外の扶養親族のうち2人目

配偶者のない職員の場合の扶養親族のうち十人

その他の扶養親族

満16歳年度初めから満22歳年度末までの
間こある子1人こつき加算

1 3 , 5 0 0円

6 , 5 0 0円

6 , 0 0 0円

1 1 , 0 0 0円

5 , 0 0 0円

5 , 0 0 0円

同じ

任
居
手
当

借家 ,借間居
住者

持家居住者

月額12,000円を超す家員を支払つている
者こ対して月額27,000円を限度こ支給

新築・購入から5年間月額2,500円を支給

同じ

通
勤
手
当

交通機関利用者

自動車使用者

自動二輪車
使用者

自転車使用者

最高支給限度額

2km～22km以上

2Km～22にm以上

2Km以上

5 5 , 0 0 0円

4 , 0 0 0円～

24 , 0 0 0円

2 , 0 0 0円～

22 , 0 0 0円

2 , 0 0 0円

愉
分
円
円
で

巾駆抑抑伽輸

55,000円

特
殊
勤
務
手
当

徴収特別手当

強制執行手当

防疫作業等従事手当

特殊清掃作業従事手当 (不燃ごみ収集)
〃     (犬 猫死lf処理)

福祉特月J手当

死体処理手当 (行路死亡人)
〃   (行 路死亡人以外の場合)

危険物取扱手当

200円/1日

500円/1件

300円/1件

200円/1日

200円/1件

200円/1日

3,000円/1回

1,500円/1回

70円/1日

2 9 0 円/ 1 日

2 9 0 円/ 1 日

1 , 0 0 0 円/ 1 日

区分
分限処分 懲戒処分

免職 休職 降任 免職 1亭職 減 給 戒 告

prL分者数 0人 10人 0人 0人 o/大、 1フ大、 4人

O職 員の月段務のJ犬況

法令等を遵守する義務   1職 務命令こ従う義務

業務上 十秘密を守る義務 職務に専念する義務

の義務 1政治行為等の制限 信用矢墜行為の禁止

争議行為等の禁止     1営 利企業等の従事制限

0職 員の研修および勤務成績の評定の状況  仔 成16年度中)

区分 人数 内容

員
修
職
研

県自治研1場所

派遣研修

あ虫自る升1多

人

人

人

職務経験等の階層別研1う、実務研1う

市町村アカデミー、自治大学校など

接遇、倫理、健康、人権同示□講演会なと

務
定
勤
評

普通昇給時

特別昇給時

昇格 ・昇任時

人

人

人

管理職を除<職 員こ対し、昇給、昇格、

昇任を行う場合、所属長が該当職員の

勤務評定を行い、内申書を作成する。

区分 人数 内容

辰
断
健
診

定期健康診断

人間ドック

特殊検診

272人

130人

36人

浜田市が実施する
一般検診

市町村職員共済組合が実施する総合健診

頚肩腕、指曲がり症、VDT作業検診

公務 ,通勤災害補償 十人 地力公務員災害補償基金が行う補償

広報ほまだ :平成17年9月 30日暑



公正性と透明性を高めることを目的として、地方公務員法およ

況の公表|こ関する条例|こ基づき、職員の任用、職員数、給与、勤

事行政の運営などの状況|こついて、お矢□らせします。/・■お、今回

D状況をお矢□らせすることとなるため、平成17年3月 15日付で公

りますので、ご百承<だ さしヽ。 (人事課a内 線332)

● 職員の採用および退職の状況

区  分
一
般職の職員

一般職の職員の
内技能労務職員

他の自治体からの
派遣|こよる職員

平成16年度採用

平成16年度退職

2ン大、

15人

0人

4人

人

人

0人 件費め状況     0給 与費の状況
(平成15年度普通会計決動     (平 成16年度普通会計当初予算)

の 部P弓月J職員数の状況 (各年度 4月 1日現在)

区   分 職員数(人) 対前年
増減数

主な増減理由
きB    P電 1 6年 1 7年

一
般

行

政

部

門

議 会

総務企画

税 務

民 生

衛 生

労 働

農林水産

商 工

土 木

０

△

０

△

△

０

０

‐

３

機構改革こよる減員

機構改革による減員

し尿収集業務の
一部民営化

企業立地推進こよる増員

駅北開発事業こよる増員

ノい 計 276 275 △ 1

特イ子部
別政門

教 育 80 △ 9
給食センター業務の

一部
民営化

普通会計 討 365 355 △ 10

会
計
部
門

公
営
企
業

水 道

下水道

その他 国保事業の充実

小 計 49 1

てき    言十 △ 9

平均年齢 414歳

(この表の職員数よ、特別職の職員ほ含みません。ただし、教育長は含みます。)

0定 員適正化 への取 り組み状況

現在、欠員不補充計画こより職員の肖J減こ努めています。欠員こついてよ、
民間委託等の計画こよる職員の配置転換こより補充し、職員採用こついて
は、現場職員ほ不採用、一般行政職などほ退職者の1/2を採用しています。

※人件費は特別職の給与・報割‖を含みます。※職員手当ほ退職手当を含みません。
(平成16年度き通会計予算人員1365人)

●
一般行政職の給料月額の状況   年 成17年4月1日現在)

薔撚品
仙醐D

ホ      吊;';|千;ざ
凹0°

圏引

区分
人 □
(各年 3月
31日現在)

普通会計職員数
(各年度 4月 1日現在)

対前年増減数
人口千人当たりの
普通会計職員数

成

成

成

成

威

成

平

平

平

平

平

平

年

年

年

年

年

年

46,363

46,332

46,045

45,877

45,594

45,143

401人

387人

378人

378人

365人

355人

△10人

△14人

△ 9人

0人

△13人

△10人

865人

835人

821人

824人

801人

786人

(この表の人□は、

0職 員採用試験の実施状況

試験区分 試験職種 応募者 受験者 合格者 採用者

高校卒業程度

一般事務員

建築技術員

人

人

人

人

5人

1人

5人

1人

332.800円

平均年齢 403歳 320‐728円

0         100,000      200,000       300,000     400,000

※給料月額は平成17年4月から3～ 6%減 額を行つています。表中 ( )書

きは減額前の額です。

0特 別職の報酬等の状況
(給料,報酬月額よ平成17年4月1日現在、期末手当ほ平成16年度支結割合です。)

区 分
給料・報酬‖周額
飢 額前の額)

期末手当

市 長

動 役

収入役

7 0 1 , 7 0 0円
( 9 1 0 , 0 0 0円)

6 5 6 , 8 5 0円
( 7 5 5 , 0 0 0円)

5 7 8 , 5 5 0円
( 6 6 5 , 0 0 0円)

(支給割合)
6月期  16月 分
12月期  17月 分

計   33月 分

加算措置 40%加 算
長

長

員

議

議

副

議

4 5 0 , 0 0 0円

3 8 0 , 0 0 0円

3 5 0 , 0 0 0円

※市長、動役、収八役、教育長の給料月額は、平成 9年度から10%減額を行
い、平成17年度からは13%減額を行つています。給料月額を計算の基礎こ

する期末手当、退職手当および共済費なども13%減額となります。
※職員の結料月額は、平成14年度から平成16年度まで3%減 額を行い、平成
17年度からは3～ 6%減 額を行っています。給ll月額を計算の基礎とす

る期末動勉手当および共済費等も、3～ 6%減 額となります。管理職手当
は、平成 9年 7月から部長などの職は30%、課長などの職は20%の減額を

行つています。

6
成
・

円)

住民基本台帳人□です。)

(平成16年度中)

市
立
図
書
館
の
移
転
改
築
完

７
・１
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

７
・‐５
　
浜
田
専
修
職
業
訓
練
校
が
熱

囲
町
居
完
成

９
，１
　
県
成
人
病
セ
ン
タ
ー
開
所

１
９
７
０
　
昭
和
４５
年

‐
．２２
　
道
分
山
開
発
起
正
式

５
・９
　
中
国
横
断
広
島
―
浜
圏
自
動

車
道
が
基
本
路
線
に
決
定

７
・＝
　
浜
日
地
区
広
域
市
町
村
圏
が

決
定
　
　
！

８
・５
　
浜
圏
港
を
神
戸
植
物
防
疫
所

浜
日
出
張
所
開
所

９
，‐８
　
浜
日
児
童
温
水
プ
ー
ル
が
東

公
園
居
完
成

９
・２２
　
浜
田
市
名
誉
市
民
に
小
川
善

祐
、
俵
三
九
郎
、
戸
津
川
善
首
の
３
氏

が
決
ま
る

‐１
・３
　
市
制
施
行
３０
周
年
記
念
式
典

を
挙
行

１
９
７
１
　
昭
和
４６
年

４
・１
　
浜
田
市
農
協
・浜
日
市
西
農

協
・国
府
町
農
農
協
が
合
併
し
、
浜
日

市
農
業
協
同
組
合
と
し
て
発
足

４
・‐９
　
天
皇
・豊
后
両
陛
下
行
幸
啓

（三
瓶
山
で
の
全
国
植
樹
祭
の
お
り
、

お
立
ち
寄
り
）

４
・２６
　
市
長
選
挙
で
宇
津
重
明
氏
再
選

６
・‐７
　
勤
労
蕎
少
年
末
―
ム
完
成

６
．２４
　
６
月
１７
日
、
小
川
孝
祐
前
市
長

逝
去
、
市
葬
執
行

９
・１
　
市
立
第
２
中
字
校
校
舎
完
成

3信1)397万8千
1人当たり

人件費以外
41億7,593万

広報はまだ !平成 17年 9月 30日暑



態

犠

緩

善

騒

醸

釜

醸

醸

韓

醸

霞

鰻

韻

等

犠

醸

議

餞

犠

霞

議

餞

轟

鱗

韻

餞

犠

韓

叢

議

隷

餞鶴

鶉
消
防
職
員

（揃
源
田
市
）
を
募
集

覇韻

浜
日
市
消
防
本
部
、
各
町
村
役
場

（新
支
所
）
総
務
課
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
浜
日
市
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

で
き
ま

す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

「採
用
試
験
実
施
要
綱
請
求
」
と
朱

書
き
し
た
封
筒
に
、
１
２
０
円
切

手
を
貼

っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
（角
２
封
筒
）
を
防
ず
同
封
し

て
、
人
事
課
ま
で
請
求
し
て
＜
だ

さ
い
。

【提
出
先

日
期
限
】

１０
月
劉
日
⑥
午
後
５
時
１５
分
ま

で
に
、
浜
田
市
役
所
人
事
課
、
浜
日

市
消
防
本
部
総
務
課
、
各
町
村
役

場
（新
市
支
所
）
総
務
課
へ
提
出
し

て
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
市
役
所
人

事
課

（な
内
線
８
３
２

・
３
３

３
）

・
浜
日
地
区
消
防
本
部

公

②
ｏ
ｌ
ｌ
９

・
金
城
町
総
務
課

公

②
ｌ
２
３
４
）

・
旭
町
総
務
課

公

④
ｌ
２
３
４
）

・
弥
栄
村
の
び
や
か
総
務
調
整
課

公

④
２
１
１
↓

・
三
隅
町
総
務
課

公

②
２
８
０
１
）

韓
醸

鶴

総

議

簸

醸

鶴

餞

霞

醸

霧

議

霧

嬢

議

韻

醸

韻

畿

霞

書

書

態

餞

議

議

餞

霞

霞

聾

簿

嬢

霞
　

平
成
１８
年
４
月
１
日
採
用
予
定

鶉

の
消
防
職
員
（新
浜
田
市
）
採
用
試

ゾ
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

鰻

【採
用
予
定
職
種

・
人
員
】

鞭
○
消
防
士
　
若
干
名

韓

【受
験
資
格
】

餞
　
　
・
昭
和
５５
年
４
月
２
日
～
昭
和

鶉
　
　
６３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

鶴
　
　
，
学
歴
ほ
問
い
ま
せ
ん
が
、
高

餞罐
　
　
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
必
要

ザ
　
　
で
す
。

議
　
　
・
消
防
職
務
の
遂
行
区
魅
要
な

轄鶴
　
　
俸
力
を
有
す
る
人

ザ
　
　
・
き
よ
う
正
視
力
を
含
み
、
両

寵
　
　
眼
で
０
・７
以
上
、
か
つ
、
一

ソ
　
　
眼
で
そ
れ
ぞ
れ
０
。
３
以
上

ヌ
　
　
の
視
力
が
あ
り
、
赤
色
、主自
色

譲
　
　
お
よ
び
黄
色
の
色
彩
の
識
別

ザ
　
　
が
で
き
る
こ
と

ム
　
　
・
聴
覚
任
障
害
が
な
い
こ
と

議
　
　
・
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

鞭

【第
１
次
試
験
】

ヅ
試
験
日
　
１１
月
２０
日
０

餞
試
験
会
場
　
浜
田
市
消
防
本
部

ム

【受
験
の
申
込
手
続
き
】

え
　

受
験
の
申
し
込
み
は
、
採
用
試

鶴
験
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
受
験
申

ザ
込
書
類
を
提
出
し
て
＜
だ
さ
い
。

議
採
用
試
験
実
施
要
綱
は
、
１０
月
３

醸鶴
日
倒
か
ら
浜
日
市
役
所
人
事
課
、

撃
鶴 襲 議 鶴 線 議 奪 幾 議 襲 寵 盛 穣 醸 襲 畿 議 鶴 餓 霞 簿 韓 鶴 聾 懸 犠 醸 鶴 韻 餞 議 鶴 議 経 襲 議 霧 覇 餞 霞 鶴 韓 議 畿 悪 襲 銭 鶴 犠 籠 霞 餞 幾 韻 眼 犠

離

日録魯昌揮畢ども回基大会

浜田市総合福祉センターで第 2回 浜日市

教育長杯子ども囲碁大会が開催されまし

た。大会|こほ県西部の保育園児から中学生

まで39人が参カロし熱戦を繰り広げました。

１
９
７
２
　
昭
和
４７
年

２
．２６
　
浜
日
市
長
・宇
津
重
明
氏
逝

去
、
市
葬
執
行

２
・　
園
道
９
暑
周
布
バ
イ
パ
ス
完
成

４
・‐６
　
浜
田
市
長
選
挙
、
梨
日
精
氏
初

当
選

７
・‐１
　
集
中
豪
雨
ほ
よ
る
被
害
続
出

１
９
７
３
　
昭
和
４８
年

４
・梵
　
浜
田
菌
港
１
万
５
０
０
０
ト

ン
岸
壁
、
保
税
上
屋
完
成

４
・３〇
　
三
階
山
森
林
公
園
開
園

‐４
・５
　
「浜
田
市
誌
」
発
刊

１
９
７
４
　
昭
和
ね
年

５
・　
　
浜
日
卸
団
地
完
成

‐２
，　
　
橋
本
明
治
画
伯
が
名
誉
市
民

産
決
ま
る
　
　
　
！

核
・郷
　
右
見
勇
体
障
害
者
厚
生
セ
ン

タ
ー
が
開
所

１
９
７
５
　
昭
和
５０
年

７
・■
　
港
町
へ
特
定
公
共
下
水
道
完

成
、
運
転
開
始

１１
・　
　
浜
日
漁
港
頑
男
５
次
修
築
整
備

計
画
」

姥
ｏ３
　
名
誉
市
民
・戸
津
川
善
吉
民
逝

去
、
市
葬
執
行

！

１
９
７
６
　
昭
和
５‐
年

１
・郷
　
小
石
雄
治
、
山
根
俊
久
の
両
氏

が
名
誉
市
民
ほ
決
ま
る

３
・　
　
相
生
町
区
画
整
備
事
業
完
百

し
、
児
童
公
園
開
設

３
・２６
　
浜
醒
那
賀
環
境
衛
生
事
務
組

合

「浜
国
浄
苑
」
が
完
成

４
ｏ「
　
市
長
選
挙
で
梨
日
精
氏
再
選

１
９
７
７
　
昭
和
５２
年

３
一　
　
市
立
松
原
小
学
校
が
完
成

「晨間防火組織等の肺火・防策曽皮啓発推進事業」で

防来広報用視躍覚資器朋を艦八しました

この度、浜田地区広域行政組合浜日地区消防本部では団日本消

防協会より助成 (宝<じ 普及広報事業)を 受けて防火広報用視聴

覚資器材 (プロジェクタ
ー・ビデ才カメラ・ワイヤレススピーカー

など)を 購入しました。

これから購入資器材を利用して、幼年少年消防クラブ ・婦人防

火グラブなどの活動こ役立てていきたしヽと思います。

(財)日 本消防協会 助成事業

宝 く じ は

豊かさ築く
チカラ持ち。

C雇 惑玉亮再広て社会に役立てられています。)

おもなできどと

広報|よまだ i平成 17年 9月 30日暑



雨
凹

行
政
相
談
週
間

行
政
相
談
制
度
は
、
国
の
役
所
の

仕
事
、
地
方
公
共
団
体
が
補
助
金
を

一受
け
て
実
施
し
て
い
る
仕
事
な
ど
区

つ
い
て
、
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け
、

公
平

。
中
立
な
立
場
か
ら
必
要
な

あ

っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解
決
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
巻
さ
ん
の
声
を

行
政
運
営
の
改
善
任
役
立
て
る
も
の

で
す
。

総
務
省
で
は
、
こ
の
行
政
相
談
制

度
Ｅ
つ
い
て
、
当
さ
ん
の
理
解
を
得

る
と
と
も
区
、
そ
の
利
用
を
促
進
す

る
た
め
、
毎
年
１０
月
に

「行
政
相
談

週
間
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
の

「行
政
相
談
週
間
」
は
、

１０
月
１７
日
側
～
舞
日
０
で
す
。

こ
の
週
間
中
、
当
市
で
は
、
行
政

相
談
委
員
さ
ん
が
、
次
の
と
お
り
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
気
軽
怪

Jl事腋入学児童の健康診齢

通細書を憂B選します

教育委員会では、来年 4月 |こ小学校

入学予定の子ども(平成11年4月 2日

～平成12年4月 1日|こ出生)の健康診

断を各小学校|こおいて実施します。

そのお矢□らせとして各家庭|こ「平成

18年度入学予定者健康診断実施通知

書」を垂B送します。

10月14日⑥までこ通矢□書が届かな

い場合ほ連絡して<だ さい。また、病

気、そのほかの事情で就学が困難な場

合も連絡をお願いします。

連絡先 教 育総務課学事保健係

お
出
か
け
＜
だ
さ
い
。
相
談
ほ
無
料

で
、
秘
密
ほ
□
＜
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時
　
１０
月
１９
日
側

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所

市
役
所
２
０
１
会
議
室
２
階

○
行
政
相
談
委
員

新
井

和
子
さ
ん

（真
光
町
）

公

②
０
０
８
↓

野
坂

哲
治
さ
ん

（長
浜
町
）

公

②
０
１
６
↓

※
　
な
お
、
行
政
相
談
ほ
毎
週
氷
躍

国
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

両町
部聴鋤瑠難“郎

屋
外
Ｅ
広
告
物
を
設
置
す
る
際
ほ

は
、　
一
部
の
広
告
物
を
除
き
あ
ら
か

じ
め
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
己
所
有
地
内
に
設
置
す
る

場
合
で
あ

っ
て
も
、
表
示
面
積
が
１０

百
を
超
え
る
広
告
物
区
つ
い
て
ほ
許

可
を
一受
け
る
防
要
が
あ
り
ま
す
。
す

で
Ｅ
設
置
済
み
で
、
ま
だ
許
可
を
一受

け
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
申
請
を

し
て
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
地
籍
管
理
課
管
理

系
※
　
１０
月
か
ら
建
設
整
備
課
管
理
係

「わ
た
し
は
、
ま
ち
の
国
芸
家
！
」

植
栽
コ
ン
テ
ス
ト

市
で
は
、
大
学
通
り

（市
道
４
６

３
暑
線
お
よ
び
４
６
８
暑
線
）
浴
い

の
歩
道
区
設
置
さ
れ
を
植
樹
桝

（植

樹
の
幹
周
り
の
部
分
）
を
市
民
の
普

さ
ん
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
島
根
県
立
大
学
大
学
祭

「海
遊
祭
」
の
開
催
ほ
あ
わ
せ
、
美

し
い
車
花
で
彩
ら
れ
て
い
る
植
樹
桝

の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

気
区
入
っ
た
植
樹
桝
を
選
ん
で
、

投
票
し
て
＜
だ
さ
い
。

投
票
期
間
　
１０
月
１５
日
働
～
１６
日
０

（両
国
と
も
午
前
１０
時
～
午
後
４

時
）

投
票
場
所
　
県
立
大
学
　
エ
ツ
ト
ラ

ン
ス
お
よ
び
大
学
通
り
浴
い
投
票

箱
投
票
方
法
　
投
票
箱
産
設
置
し
て
あ

る
投
票
用
紙
怪
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
投
票

表
　
　
彰
　
人
気
投
票

１
～
３
位

の
植
樹
桝
管
理
者
睦
賞
状
と
記
念

品
を
、
４
～
刻
位
区
記
念
品
を
贈

□王

※
　
投
票
者
の
中
か
ら
、
地
選
で
２０

人
任
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す

住
宅
用
太
陽
熱
高
度

利
用
シ
ス
テ
ム
補
助

制
度
応
募
受
付
中

補
助
対
象
者
　
集
熟
器
の
総
面
積
７５

甫
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
ン
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
人

補
助
金
額
　
集
熱
器
の
総
面
積
区
応

じ
た
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

補
助
額
の
目
安
　
６
２ｍ
で
約
‐０
万
円

７５
２ｍ
で
約
‐
２
５
万
円

※
　
補
助
金
額
ほ
ソ
ー
ラ
ー
ン
ス
テ

ム
の
形
式
に
よ
り
差
が
生
じ
ま

す
。

な
か
、
住
宅
以
外
の
建
物
産
設
置

す
る
場
合

（但
し
、
公
共
施
設
は

除
＜
）
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
＜
ほ
お
問
い

合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
側
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

財
団
　
太
陽
熱
利
用
部

（ａ
０
３

‐
５
２
７
５

１
９
５
６
６
）

丁
キ
一０
＼̈
＼〓
〓
〓
　
⊃
①
ネ　
〇
【　
」０

５
・２５
　
島
根
県
立
体
育
館
が
完
成

‐０
。‐５
　
国
道
１
８
６
暑
、
今
宮
ト
ン
ネ

ル
が
開
通

１１
・　
　
道
分
山
開
発
第
３
期
工
事
完

成
、
住
宅
用
地
分
譲
開
始

１
９
７
８
　
昭
和
５３
年

３
・２７
　
広
域
ご
み
処
理
場
、
浜
日
清
掃

第
１
処
理
場
が
完
成

４
・
　

美
川
西
小
学
校
と
美
川
小
学

校
の
統
合

５
・１
　
市
立
み
の
り
保
育
園
が
完
成

７
・‐４
　
浜
田
市
公
設
東
水
産
物
地
方

卸
売
市
場
完
成

１０
．３０
　
消
防
庁
舎
完
成

「
・８
　
浜
田
市
役
所
新
庁
舎
起
工

１
９
７
９
　
昭
和
５４
年

３
・６
　
中
国
横
断
自
動
車
道

（浜
囲
―

旭
間
）
＜
い
打
ち
式

４
・２８
　
名
誉
市
民
・山
根
俊
久
氏
逝

去
、
市
葬
執
行

５
ｏ２８
　
三
階
山
森
林
総
合
利
用
施
設

開
設

了
・‐９
　
県
立
る
見
海
浜
公
園

一
部
開

園
９
・梵
　
名
誉
市
民
・元
市
長
・俵
三
九

郎
氏
逝
去
、
市
葬
執
行

１
９
８
０
　
昭
和
６５
年

３
・野
　
市
立
日
脚
和
泉
集
会
所
完
成

３
・
　

浜
田
市
公
設
水
産
物
伸
買
売

場
完
成

４
・‐３
　
市
長
選
挙
で
梨
日
精
氏
三
選

４
・舞
　
日
不
道
路
公
団
・浜
囲
工
事
事

務
所
が
長
沢
町
に
完
成

４
・郷
　
市
営
陸
上
競
技
場
改
修
工
事

完
成

△平成16年度浜田市長賞受賞作品
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に

ど

　
　
　
　
　
　
　
い

‐０
局
７
日
倒
ヽ
１２
，
‐
〓
困

①
浜
田
市
指
定
ご
み
袋

（ベ
リ
ト

・

プ
ラ
用
、
缶
用
、
び
ん
用
）
に
必

ず
入
れ
て
＜
だ
さ
い
。

②

「古
着

・
古
布
収
集
場
所
」
に
直

接
持
っ
て
き
て
＜
だ
さ
い
。

※
　
指
定
袋
以
外
の
袋
、
レ
ジ
袋
、

紙
袋
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
は
入
れ
な

い
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
た
だ
し
、
毛
布
に
つ
い
て
は
、

袋
に
入
ら
な
い
場
合
に
は
、
広
が

ら
な
い
よ
う
ひ
も
で
縛
っ
て
＜
だ

！
さ
　
。

収
集
場
所

一
覧
表
」
を
ご
覧
＜
だ
さ

※
　
古
着

・
古
布
収
集
場
所
は
既
存

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
　
各
収
集
場
所
の
収
集
期
間

。
時

間

・
休
日
を
よ
＜
確
認
し
て
＜
だ

さ
い
。

※
　
市
役
所
（
国
府
公
民
館

（国
府

連
絡
係
Ｘ
マ
リ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー

せ
ん
。

別
表
１３
べ
‐
ジ
の

「古
着

・
古
布

（長
浜
連
絡
係
）
は
収
集
期
間
を

１０
月
７
国
か
ら
１２
月
１
国
の
全
期

間
と
し
て
い
ま
す
。

衣
類
（ゴ
ム
製
品
、
作
業
服
は
除
＜
▼

ン
ー
ツ

巾
夕
才
ル

・
毛
布

・
ハ
ン
カ

チ

・
＜
つ
し
た

※
　
魅
ず
洗
濯
し
て
、
し
っ
か
り
乾

燥
さ
せ
て
＜
だ
さ
い
。

※
　
ボ
タ
ン
や
フ
ア
ス
ナ
ー
な
ど
は

取
り
外
さ
な
い
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
少
々
の
只
あ
き
は
問
題
あ
り
ま

８
と
ん
、
座
ぶ
と
ん
、
マ
ッ
ト
レ

ス
、
じ
ゅ
つ
た
ん
、
カ
ー
ベ
ツ
ト
、

雨
か
っ
ぱ
、
帽
子
、
か
ば
ん

※
　
汚
れ
や
傷
み
の
ひ
ど
い
も
の
、

濡
れ
て
い
る
も
の
は
収
集
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
出

し
て
＜
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課
清
掃
対
策

係

（ａ
内
線
２
５
７
）合

合

観 ,演回萌火第賜健周翻
市町村合併|こより、平成17年10月1日から、新浜由市の火葬場使用料が下表のとおり変更されます。
浜日市火葬場条例 別 表 (変更後)

備者

1 「 1箱」とは、容積があおおね0.125立方メートルの容器をいう。

? 妻安室1回の使用時間は、24時間以内とする924時間を超える場合|こあっては、18寺間(13寺間未満は、1
時間とする。)ごとに100円を加算するものとする。
注意      |

平成17年10月 1国以降の許可申請分から適用となります。       |

※ 10月 以降の火葬分のうち、 9月 中|こ使用許可を受けたもの|こついては、旧使用料が適用されます。

大人 (満12歳以上の者をいう。)1体 |こつき

小人 (滴12歳未満の者をいう。)1体 につき

死産児 1俸 につき

人体の
一
部 1件 につき

改葬焼昏 1箱 |こつき

1回|こつき
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古着・古布収集場所一覧表 (平成17年10月7日 ～12月 1日 )

収集期間 所在地 事業所名 収集場所 収集8寺間 1木日

10月7日 0～ 12月 1日(村

殿   町 浜日市役所
1階正面入□左恨」
情報提供コーナー内

8:30- 17:00 土 ・日 ・祝日

国 分 町 国府公民館 (国府連絡係) 通  路 9:00- 17100 祝 日

熟 田 町 マリン変流センター (長浜連絡係) 窓   □ 9100- 17100 土 ・日 ・祝日

※市役所および国府公民館 ・マリン交流センタ
ーほ初日かll最終日まて

10月7日 a～ 10月13国内

高 囲 F 1 3ジユンテンドー浜田店 磁車場内ブレハブ倉庫 9100ハV20:00 な し

長 沢 町 」Aい わみ長沢事業所 ふれあしヽ直売所内 8:30- 土 ・日 ・祝日

後 野 町 浜田清掃第
一処理場 窓   □ 9,00- 土 ・国 ・祝日

10月14日1/■)～10月20国内

里
小
) | |町
」Aい わみ浜日支所 駐 輪 場 8:311 7:00 土 ・日・祝日

中国電力浜日営業所 事務所 1階受付 9:00～ 土 ・日・祝日

河 内 町 浜日自動車学校 事務所窓□
月～金 9100‐ 18:30

日 ・祝日
土 9:00～ 17:00

相 生 町 まいこち生活協同組合 事務所(倉庫) 10,00～15:00 土 ・日

10月21日0～ 10月27日困

周 布 町 スーパーセンタートライアル 東偵J入□ 8:00ンヽマ22:00 な し

内 園 町 」Aい わみ美川事業所 営業所横倉庫 8:30ハV 土 ・日 '祝日

内 村 町 浜田市農業構造改善センター(美川連絡係) 窓   □ 9,00～ 土 ・日 ・祝日

10月28日0～ 11周 3国 内

周 布 町
ナフコ浜日店 屋外正面入□ 8:00/ Vヽ な し

同布公民館 (周布連絡係) 入□右恨J 9:00～ 7:00 土 ・日 ,祝日

熟 田 町 」Aい わみ長浜事業所 事務所裏集会所 8Ⅲ30～ 土 ・日 ・祝日

折 居 町 大麻公民館 (大麻連絡係) 窓   □ 0100～ 土 ・日 ・祝日

11月4日 0～ H周 10日困

洩 井 町 ダップス 入   □
円～士 6:00-/20:00

な し
日 8100 ‐20:00

生 湯 町
浜田清掃第二処理場 窓  □ 9:00ヘン16100 土 ・日 ・祝日

石央リサイ/~/ルセンター 事 務 所 9:00′へ才16100 土 ・日 ・祝日

1 1月1 1日6～ 1 1月1 7国内
港  町 ゆめタウン浜田 立体駐車場 4階 10,00‐ 18:00 な し

は 原 町 市立子育て支援センターす<す < 建物裏グランド側勝手□ 8130/ ヤヽ 7:00 日 ・祝日

11月 18日lftL～11月 24日閃

洩 井 町 ベアーレ浜日 1階ホール 9:00‐ 日 ・子兄日

朝 日 町 朝日町研1シセンタ
ー 1階入□右側 9,00′ヽフ 日 ・祝日

野 原 町 浜田市総合福祉センタ
ー 入□左侵」 8:30/ Vヽ 土 ・日 ・祝日

11月25日金)～12月 1日内

長 沢 町 服部タイヨー長沢店 園芸用上売り場入□ 9130～ な し

下有福町 有福連絡係 窓   □ 9:00～ 土 , 日 ・祝日

下 府 町 」Aい わみ浜日東支所 窓   □ 8:30 土 ・日 ・祝日

収集対象ほ
一般家庭としております。

事業所からlpl出される場合は、市指定事業所用資源ごみ袋 (茶色)こ 入れて浜日清掃第
一処理場内の古紙置場横の

集積場へ直接搬入して<だ さい。

【期間】10月7日 0～ 12月1日困 ただし土・日・祝日ほ除< 【 時間】9100～16:00

※

※

浜
日
市
指
定
ご
み
袋
販
売
店
の

廃
止
区
つ
い
て

伊
藤
酒
店

（瀬
戸
見
町
）

中
国
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン

協
議
会
島
根
県
連
絡
会
か

ら
の
お
知
ら
せ

電
波
障
害
を
な
＜
す
こ
と
は
、
電

波
を
利
用
し
て
私
た
ち
の
生
活
を
豊

か
で
楽
し
い
も
の
に
す
る
た
め
に
大

切
な
こ
と
で
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
才
の
明
瞭
な
一受
信

を
妨
げ
る
原
因
の
中
に
は
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
電
気
製
品

も
、
誤
っ
た
使
い
方
を
し
た
り
、
故

障
Ｅ
よ

っ
て
様
々
な
電
波
障
害
発
生

の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
波
障
害
で
困
っ
て
い
る
人
は
、

一受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
協
議
会
か
最
寄

り
の
Ｎ
日
Ｋ
、
民
間
放
送
局
、
中
国

電
力
、
電
気
店
に
相
談
し
て
＜
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
国
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
協
議
会

島
根
県
連
絡
会

極
江
市
灘
町
１
‐
劉
　
Ｎ
日
Ｋ
祖

江
放
送
局
内

（ａ
０
５
７
０

‐
０
０
３
４
３
４
）

‐０
・４
　
第
３７
回
国
民
俸
育
大
会
秋
季

大
会
の
開
催

（体
操
、
軟
式
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
）

１０
。３０
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「組
風
園
」

完
成

１
９
８
３
　
昭
和
５８
年

５
・郷
　
佐
野
小
学
校
新
校
舎
と
屋
内

容
育
館
の
完
成

７
・第
　
７
月
集
中
豪
間
で
死
者
塑
人

と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
る

７
～
　
東
公
園
に
自
由
広
場
と
市
曽

テ
ニ
ス
コ
ト
ト
が
完
成

８
　
　
一侵
間
照
明
設
備
が
完
成

１‐
．２５
　
一二
階
農
免
道
へ
三
階
大
橋
が

完
成

‐２
，‐５
　
国
道
１
８
６
暑
改
良
工
事
に

伴
う
浜
田
大
橋
の
完
成

１
９
８
４
　
昭
和
５９
年

２
・郷
　
名
誉
市
民
・小
右
雄
治
氏
逝

去
、
市
葬
執
行

３
・勢
　
水
産
物
卸
売
５
暑
市
場
の
完

成
３
・２５
　
市
民
防
受
の
園
制
定

５８
年
豪
雨
受
害
「殉
職
遵
難
者
の
稔
」

建
立

４
・８
　
浜
日
市
長
選
挙
、
大
谷
久
満
氏

初
当
選

４
・‐２
　
市
立
同
布
幼
稚
園
開
園

６
・８
　
上
水
道
創
設
５０
周
年
、
美
川
浄

水
場
の
完
成

７
・１
　
郷
土
沓
一料
館
が
開
館

７
　
　
新
浜
日
８
景
決
ま
る
（右
見
海

浜
公
園
、
石
見
畳
ケ
浦
、
鏡
由
な
ど
）

広報|ままだ !平成 17年 9月 30日暑



市立 田書館

( 御

それゆけ !さかなくん 1/ル ー

シー・カズンズ

ぱちゃ、ぴちゃ、 ぎちゃん。さかなど
ぃっ|ざぃ |ともだちいっ|ざい |いろい
ろな面白い名前や形の魚たちが、大
きな画面たっぷりこ明るい色彩で描
かれた、想像力いつぱいのF_おらかな
絵本です。

鬼 /高 橋克彦

平安朝の陰陽師 ・弓削是雄び奇々

怪々な事件に挑む人気シリ
ーズ、稀

代の妖かしの物語在集大成した愛蔵
版で、全 6篇が収録されています。

田
子
ど
も
向
け
の
本
田

ど
う
ぶ
つ
た
ち
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

イ
ー
□
―

。
才
―
リ
ソ
ズ

さ
い
ど
の
こ
い
ぬフ
ラ
ン
ク

・
ア
シ
ュ

家
族
で
楽
し
む
日
本
の
行
事
と
し
き

た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
石
日
繁
美

１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
大
図
鑑

Ｐ
日
Ｐ
研
究
所

青
春
の
オ
フ
サ
イ
ド

ロ
バ
ー
ト

・
ウ
エ
ス
ト
ー
ル

レ
ベ
ル
４
　
子
ど
も
た
ち
の
街

ア
ン
ド
レ
ア
ス

・
ン
ュ
リ
ュ
ー
タ
ー

と

っ
て
も
い
い
こ
と
　
内
日
麟
太
郎

お
つ
き
さ
ま

っ
て
な
あ
に
？

ス
テ
ィ
ー
ブ

ン

・
ア
ク
セ
ル

・

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

と
う
ち
ゃ
ん
、
お
か
え
り
中
村
李
衣

終
わ
ら
な
い
夜
セ
ー
ラ

・
Ｌ
　
ト
ム
ソ
ン

圏
大
人
向
け
の
本
田

そ
の
日
の
ま
え
に
　
　
　
　
重
極
清

天
使
の
ナ
イ
フ
　
　
　
　
　
薬
丸
岳

ブ
レ
ー
キ
　
　
　
　
　
　
山
日
悠
介

あ
の
世
の
妻
へ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー永
六
輔

ぼ
く
の
白
状
　
　
　
　
　
小
檜
山
博

日
本
領
サ
イ
パ
ン
島
の

一
万
日野
村
進

八
月
の
砲
声
　
　
　
　
　
　
津
本
陽

１
３
０
３
号
室
　
　
　
　
　
大
石
圭

地
酒
で
乾
杯
！
　
　
　
　
錦
織
憂
子

浄
土
の
帝
　
　
　
　
　
安
部
龍
太
郎

・エルマー」の
クトーク

対 象  小 学生

日 時  10月 15日0 午 前108寺～118寺

テーマ  「  わ らう 」

場 所  図 書館 お ほなしの部屋

内 容  テ ーマ|こそつた本をた<さ ん紹介します。

・プカ
レ‥
′グ

Ｆ
‥

１
９
８
５
　
昭
和
６０
年

２
・７
　
中
国
横
断
自
動
車
道
広
島
浜

田
線

（浜
日
―
旭
間
）
本
線
着
工

５
，２
　
畳
ヶ
浦
ト
ン
ネ
ル
と
破
車
場
。

散
策
道
の
完
成

５
・２０
　
浜
田
市
火
葬
場
完
成

８
・６
　
国
際
交
流
の
先
駆
者
ム
石津
屋

八
右
衛
閑
１
５
０
年
忌
記
念
事
業

１‐
．２５
　
浜
田
駅
前
西
部
土
地
区
画
整

理
事
業
の
着
工

‐２
・　
水
産
加
工
団
地
へ
工
事
初
進
出

１
９
８
６
　
昭
和
６‐
年

４
・１
　
防
災
行
政
無
線
局
を
開
設

４
　
　
新
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本

計
画
を
策
定

５
・　
浜
日
港
に
西
沖
防
波
堤
が
完
成

７
・４
　
マ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
想
の

調
査
地
域
ほ
指
定

７
・郷
　
市
内
の
凝
業
団
体
が

一
本
化

１
９
８
７
　
昭
和
６２
年

１
～
３

広
島
、
東
京
底
市
大
会
発
足

３
・　
　
マ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
構

想
策
定

３
・　
５８
年
豪
雨
受
害
が
全
面
復
旧

７
ｏｌ
　
浜
醒
室
内
プ
ー
ル
完
成

‐１
・６
～
８
　
浜
日
港
の
重
要
港
湾
指

定
３０
周
年
を
記
念
し
て
韓
国
。中
国

物
産
フ
ェ
ア
な
ど
、
記
念
行
事
を
開
催

‐１
，‐８
　
浜
日
漁
港
第
７
次
整
備
事
業

が
完
了

１
９
８
８
　
昭
和
６３
年

４
・１０
　
市
長
選
挙
で
大
谷
久
滴
氏
再
選

４
・‐６
　
石
見
公
民
館
改
築
工
事
が
完
了

４
・２６
　
石
央
日
韓
親
善
協
会
の
設
立

開館時間

月～金

土 ・日

月の休館

電話番号

9:00～ 19:00

9:00～ 17:00

1 0日旧卜3 1日傾)

22-0480

9月 23日宇30日 10周1日現在 10月 1日～10日

○

①10月 1日現在で2005年国勢調査がいつせいに

行われています。

①住民登録とは関係なく、ふだん住んでいる場

所で調査します。

①黒鉛筆で所定の事項に正しく記入してください。

○国勢調査員が回収にうかがt まヽす。

ヱ⇒態⇒セ

万が
一届いていなし`ときほ

国勢調査事務局まで連絡し

て<だ さい。

調査票は届きまし歴が P

問い合わせ先

平成17年国勢調査事務局 浜 日市統計係

石央文化ホール内 3階

(a②4101・ ②4102)
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声中*島憾県立六寧
皆さんこん|こちは。島根県立大学第 6回海遊祭実行

委員会です。今年も島根県立大学の大学祭 「海遊祭」

の季節となりました。 6月 |こ実イ子委員会が組織され、

10月の本番に向|サて日々準備|こ動しんであります。私

たちがこうして活動ができるのは、地域の普さんのご

協力の賜物であると者えています。

海遊祭当日、皆さんとお会いできることを楽しみに

しています。

場所 島 根県立大学 (浜田市野原町2433-2)

日時 10月 15日0 午 前 9時 ～午後 6時

10月16国(日)午 前10時～午後 58寺

交通アクセス 浜 日駅より大学猶環バス|こ乗り (約10

分)「県立大学前」下車

浜日自動車道 浜 日 Cより車で約10分

主催 島 根県立大学第 6回海遊祭実行委員会

*メ イン企画 *

Partl「2005島根県立大学海遊祭フォーラム」

学生、教員がとも|こ将来、地方が形成すべきビ

ジヨンを者察する…。

日時 10月 15日働 午 後 18寺～ 5時 30分

場所 中 講義室 4(入 場無料)

Part2「175R LiVE in島根県立大学」

この浜日の地|こ、あの 「175R」登場 !ライブでし

か味わえない跳動感を皆さんにお届けします 1

日時 10月 16日(日)

開場 午 後 1時  開 演 午 後 2時

第6回 瓶距祭 中鴫
チケット 全 席自由 前 売り券 2,100円

(1,500枚限定)

販売場所 (浜日市内以外にもあります。)

□一ソンチケツト Lコ ード (68361)

島根県立大学海遊祭実行委員会

(a090-2008-0887)

石央文化ホール  (a② 21oo)

ブツクセンタージヤスト浜日店  (a④ 5700)

みずほ楽謡  (a④ 2111)

みつわや楽器  (a② o973)

*企 画出届 ・膜擬店 *

・学生によるバンド (10月15日l■l 午後 1時～体育館)

。フリーマー ツ ト
・学生が主宰するシンポジウム

・多数飲み物、食べ物の模擬店など…

～そのほか、いろいろ計画しておりますので、ぜひお越

し<だ さい～

問い合わせ先

島根県立大学第 6回海遊祭実行委員会事務局

〒697-0016 野 原町2433-2

を■090-2008-0887(十 烏)

(平日 :午後 5時 ～了8寺)

htip://www.geOcities. jp/Kalyusai2005/

E  m a l  : K a l y u  s a i  6 K a i @ e z w e b  n e  j p (携帯)

６
・　
　
地
方
中
核
物
流
拠
点
整
備
調

査
地
区
睦
指
定
さ
れ
る

７
・‐５
　
豪
雨
受
喜
で
死
者
２
人
、
行
方

不
明
者
３
人
、
校
害
総
額
４
９
５
億

円
の
甚
大
な
校
害
を
受
け
る

７
・２２
　
マ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
想
の

実
施
地
域
居
指
定

８
・６
　
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
菫
言

９
・３
　
民
間
に
よ
る
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー

ト
設
置

９
ぢ
‐０
　
市
民
代
表
に
よ
る
友
好
親
善

訪
間
団
を
中
国
、
韓
国
に
派
違

１１
・１
　
浜
日
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

（サ
ン
マ
リ
ン
浜
圏
）
が
完
成

１
９
８
９
　
平
成
元
年

４
・　
　
受
害
防
止
区
向
け
、
存男
２
浜
日

ダ
ム
の
調
査
と
市
内
８
河
川
の
大
改

修
始
ま
る

６
・塑
　
一
般
国
道
９
暑
浜
田
道
路
が

一
部
開
通

７
・‐５
　
精
神
薄
弱
者
通
所
授
産
施
設

「＜
わ
の
本
＆
あ
ゆ
み
」
が
完
成

９
・　
　
中
学
校
で
外
国
人
教
師
に
よ

る
英
語
授
業
を
開
始

９
・菊
　
城
曲
Ｅ

「浜
田
藩
追
懐
の
碑
」

を
建
立

１０
・　
　
葛
央
物
流
軽
工
業
団
地
の
造

成
工
事
Ｅ
着
手

‐０
。‐８
　
中
国
横
断
自
動
車
道

（浜
日
―

旭
闘
）
が
開
通

１０
。　
　
中
国
、
韓
国
へ
第
２
回
友
好
親

善
訪
間
団
を
派
遣

１１
・１
　
消
防
署
桜
ヶ
丘
分
遺
所
を
開
設

１１
・　
　
周
布
小
学
校
の
新
校
舎
完
成

△開催準備 順調に進んでいます
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中

中

中

中

中

中

中

平

マ
マ
パ
パ
学
級

妊
娠
中
、
出
産
、
産
後
の
過
ご

し
方
に
つ
い
て
知
り
を
い
人

ヘ
ー毎

月
１
回
、
妊
婦
さ
ん
や
そ
の
家

族
を
対
象
区
マ
マ
パ
パ
学
級
を
行

っ

て
い
ま
す
。
つ
わ
り
で
気
分
が
落
ち

込
ん
で
い
る
人
、
ぽ
っ
こ
り
お
な
か

の
目
立
ち
始
め
て
き
た
人
、
そ
ろ
そ

ろ
ゴ
ー
ル
の
近
い
人
。
み
ん
な
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

対
象
　
妊
婦
さ
ん
、
家
族
の
人

時
間
　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
場
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「す
＜
ヴ
＜
」

１
回
目

（１２
月
２‐
日
囚
）

・
母
乳
育
児
ほ
つ
い
て

（母
乳
の
利

点
や
お

っ
ぱ
い
ケ
ア
の
方
法
な

ど
Ｙ
い
ま
ど
き
の
子
育
て
事
情
ほ

つ
い
て

（保
健
銅

・
動
産
師
）

2

回
目

1

月
18

日
閃

中

中

学

中

学

中

学

中

中

中

中

学

中

中

中

学

中

中

学

中

学

中

中

学

ヤ

中

学

中

中

・
妊
婦
俸
操

・
延
娠
中
か
ら
守
る
赤
ち
ゃ
ん
の
歯

の
健
康

（歯
み
が
き
指
導
も
や
っ

て
い
ま
す
）

（歯
科
衛
生
士
・保
健
師
・動
産
師
）

３

回

目

（
ｌｏ
月

１９
日
閃

・
２
月
１５
日
困
）

・
健
康
め
や
つ
の
作
り
方

（試
食
も

あ
り
ま
す
）

・
妊
娠
中
、
授
乳
中
の
食
事
に
つ
い

て
（栄
養
士
・食
生
活
改
善
推
進
員
・

保
健
師

・
動
産
師
）

４
回
目

（＝
月
１９
日
働

。３
月
１８
日
倒
）

。
お
産
の
経
過
ほ
つ
い
て

・赤
ち
ゃ
ん
の
接
し
万
に
つ
い
て
（沐

浴
、
お
お
つ
換
え
な
ど
）

・
妊
婦
体
験
ジ
ヤ
ケ
ツ
ト
で
お
腹
の

重
さ
を
体
験
し
て
み
よ
う

・
新
米
パ
パ
の
心
得

（保
健
師

・
動
産
師
）

‐―――――――――――】中い】
１
９
９
０
　
平
成
２
年

２
・
　

国
指
定
文
化
財
・下
府
廃
寺
塔

跡
の
発
掘
調
査
開
始

３
・‐８
　
県
立
高
等
教
育
機
関
設
置
促

進
同
盟
会
を
設
立

４
・１
　
広
域
の
浜
日
那
賀
消
防
組
合

を
設
置

５
・８
　
リ
ゾ
ー
ト
開
発
で
大
手
企
業

進
出
調
印

５
～
６
　
中
国
、
韓
国
へ
第
３
回
友
好

親
善
訪
間
団
を
派
遣

７
・‐６
　
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
が

完
成

‐０
・６
　
浜
田
市
の
魚
を

「か
れ
い
」
と

決
定

１０
。１０
　
浜
日
港
ト
レ
ー
ド
フ
エ
ア
を

開
催

‐１
・３
　
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典

を
挙
行

１
９
９
１
　
平
成
３
年

４
・２５
　
名
誉
市
民
・橋
本
明
治
画
伯
逝

去
、
市
葬
執
行

９
・
　

第
３
次
総
合
振
興
計
画
を
策
定

９
・‐９
　
高
齢
者
人
材
活
用
セ
ツ
タ
ー

を
設
立

１１
・
　

下
府
廃
寺
跡
発
据
調
査
で
右

見
最
高
の
古
代
寺
院
跡
発
見

セ
，７
　
中
国
横
断
自
動
車
道
広
島
浜

日
線
が
全
線
開
通

‐２
“　
　
市
役
所
分
庁
舎
・浜
日
公
民
館

が
完
成

１
９
９
２
　
平
成
４
年

４
・１
　
浜
日
清
掃
第
３
処
理
場
が
稼
働

４
・８
　
市
立
三
階
小
学
校
が
開
校

４
・‐２
　
市
長
選
挙
で
大
谷
久
浦
氏
無

投
票
三
選

10目のボリオ予防措腫
対象 生 後 3か 月～7歳半

持ってくるもの 母 子健康手帳

予診票ほ会場|こあります

日程 (受付時間 午後1時40分～2時10分)

問い合わせ先 子 育て支援課

(a内 線 162)

十~イ イ=丁:千:‐1覇 基 ぁ ―六
‐
|ニ ユ ニ ltと よ よ ≧ と |二 ‐二 途 |こ 戸 1石

一
=― 一― __

ため|こ、島根県水産試験場の協力を得て実施した内容を紹介します。

7月 7日閃  5つ の幼稚園の保護者75人が、魚の旬や栄養|こついて寧んだり、

どんちっちアジを使つて魚のさばき方を実習しました。参加した保護者から、「魚

の種類や日旨ののつためいしい時期を知ることができ、もっといろしヽろな魚を自分

で米斗理して食べてみたい」「子どもにもっと魚を食べさせたいJなど、と<さ んの

声が寄せられました。

8月 22日傾X23日 四 4つ の保育所園児が、

漁具や魚の標本を見たり、底ヨき網のゲームをしたりと楽しみながら魚|こつ

いて学びました。特こ、タッチプールでは生きた魚こ触れることができ、魚を

捕まえようと真食Jな眼差しで追いかけたり、大きな声で魚の名前を言ったり、

とても興奮した様子でした。中ほは、魚[触 れない園児もいましたが、水産試

験場の人の配慮|こより、最後こは触れることができ、「魚こ触れたよ。」と眼を

輝かせてました。とてもよい//f眼ができたと思しヽます。このような体験が、今

後の食育活動|こ活かされ、水産浜日を愛し、喜んで魚をた<さ ん食べる子ども

|こなって<れ ることを願つています。 (子 育て支援課)

¬臨
進

広報ほまだ :平成17年9月 30日暑



場所はすべて子育て支援センタ
ー 「す<す <」 です。10目子育てカレンダー

*毎 週月 '金躍日ほ育児相談日

受付時間 午 前 90寺30分～113寺
*毎 週日躍日、祝日は休館日です。
米事し児、 1歳 6か 月児、 3歳 児健診の該当者 こ

は事前|こ個人通矢Bします。

申し込み ・問い合わせ先

★  子 育て支援課児童家庭係

(谷内線 162・ 167)

マークなし 子 育て支援センター

( a ・□ ② 1 2 5 3 )

手作り布おもちゃの会
布や綿の持つ温か<て やさしいおもちゃや絵不作りをしま

す。出来上がったおもちやほ支援センタ
ーや移動子育て広場

で禾J用しています。子どもたち|こ大人気です。

作る人の心のぬ<も りをかわいい子どもたちこl_えません

か。どなたでも気軽|こ参カロして<だ さい。

開催日 毎 月第 3火 躍日 午 前10時30分～11時30分

中

中

学

中

中

中

学

中

学

中

中

中

中

中

中

学

中

中

学

中

中

中

中

中

学

中

中

中

学

中

平

中

学

中

中

中

甲

中

１０
．２３
　
名
誉
市
民
産
中
村
寛
氏
、
竹
本

正
男
氏
を
選
定
し
、
顕
彰
式
を
挙
行

１
９
９
３
　
平
成
５
年

４
・１
　
島
根
県
立
国
際
短
期
大
学
が

開
学

５
・１
　
し
ま
ね
あ
魚
セ

ン
タ
ー
が

才
―
プ
ン

５
～
８
　
長
間
、
冷
夏
に
よ
る
農
作
物

被
害
が
続
出

６
・３
　
国
道
９
暑
バ
イ
パ
ス
浜
田
道

路
が
全
線
開
通

７
・８
　
特
別
養
護
老
人
亦
―
ム
と
市

立
美
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

完
成

１１
・１
　
い
わ
み
中
央
農
業
協
同
網
台

が
発
足

１
９
９
４
　
平
成
６
年

２
・ク
　
浜
田
港
振
興
会
設
立

３
・　
　
都
市
計
画
街
路
琵
琶
町
野
原

線
が
全
線
完
成

３
・３‐
　
浜
田
市
老
大
保
健
福
祉
計
画

を
作
成

５
ｏｌ
～
８
　
世
界
才
―
ト
キ
ャ
ン
プ

大
会
開
催

６
・１
　
浜
田
市
駅
前
駐
車
場
が
才
―

プ
ン

７
・　
　
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
日
が
才
―

プ
ン

８
・２５
　
５
万
ト
ン
岸
壁
工
事
起
工
式

１１
・２
　
中
国
寧
夏
固
族
自
治
区
石
嘴

山
市
と
の
友
好
都
市
協
定
調
印

‐１
・‐８
～
‐９
　
天
豊
畠
工后
両
陛
下
行
幸
啓

１１
・舞
　
浜
日
共
同
水
産
加
工
業
協
同

組
合
の
残
澤
処
理
施
設
が
水
産
加
工

団
地
内
居
竣
工

17

目 火 水 ホ 塁 土 ヨ

26 27 28 29 30 f

3
★ポリオ
13:40-/14:10

4
お楽しみタイム
10:45ハツ11:00

おもちゃの病院
13:00ハツ15100

☆1歳6か月児健診
H16年3月生まれ

5
なんでも相談の日
9:30-/11 :00

ひよこの会
10:30  /12100

6
☆ポリオ

13:40-/14:10

7 8

伽

10
体育の日
体館園

コ

1 1
お楽 しみタイム
10:45-/11:00

12
音楽リズム
①l歳半以上
10:00‐/10:30

②l歳半未満
11:00-/11:30

★乳児健診
日17年5月生まれ

13 14 15

盤

17 18
手作り布おもちゃ
の会
10:30/ヘツ11:30

お楽 しみタイム
10:45谷ヤ11100

おもちゃの病院
131 0 0 /フヽ1 5 : 0 0

19
★ママパパ学級
10:00ハツ11:30

20
★ 3歳 児健診
H14年6月生まれ

21
こころころ
10:00ハヤ11:00

((資罵鷺圏醸盤島:3ま))

22

日

24 25
お楽 しみタイム
10:45/ヘツ11100

26
食育講座
離手し食
(大人の食事から
の取り分す方)
10:30ンヽフ11:30

27 28
おっぱいの日

胡

引 知

29

31 開目辞圏
楽しみタイム
10:45 -11:00
おもちゃの病院
13:00′ヤ15:00
☆1歳6か月児健診
H16年4月生まれ

2
何でも相談の日
9:30-/11:00

ひよこの会
10:30′ヤ12:00
御畑キ一も拶

文

4 5
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生活リハビリ教室 新 規募集の案内
出かけることが少な<な って、心と1/ftの元気がな<な ると、転んで

骨折したり、物忘れを招きやす<な ります。年をとつても、趣味や遊

びや仲間との交流を楽しんで、自分らしい生活を送りましょう。

対象 40歳 以上

内容 健 康チェック ・アドバイス、ストレッチ体操、レクリエーショ

ンなど

転倒予防コース 筋 力を維持しバランス感覚などを養います。

(転任」危険度チェック、体力演」定、筋力向上俸操など)

物忘れ予防ヨース 楽 しみながl~h指先や身体を動かすことで脳|こ束」激

を与えます。G」作活動、調理実習、小旅行、頭の1/fh操など)

転復」予防 。4か 月コ
ース (後期)

日程 毎 週月躍日 午 前10時～11時30分

場所 市 総合福祉センター

参加料 無 料

申込期間 10月 3日 0～ 10月21日⑥

教室期間 11月 ～平成18年2月

※ 一 緒|こ活動ができるボランテイアの人も

転倒予防 。物忘れ予防コ
ース (通年)

時間 午 後 1時30分～ 3時 30分

期間 5月 ～平成18年3月

申し込み ・問い合わせ先

健康長寿課健康推進係 (a内線 163)

います。

ヨ ー  ス 会  場 実施躍国

転倒予防 ・1年 コース 市総合福祉センター 第 2、 4火 躍日

物忘れ予Sh~ヨース 第 2、 4木 躍日

転倒予防十物忘れ予防

コース

第 2、 4水 躍日

ケアハウス美川 第 3木 ] 窪日

中

中

中

学

ヤ

中

学

中

中

ヤ

ヤ

中

学

中

中

中

中

学

中

学

中

学

中

学

平

中

学

中

学

中

中

中

ヤ

中

学

や

中

中

健
虜
個
霞

○
健
康
相
談

血
圧

・
体
脂
肪
測
定
、
健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
糖
尿
病
相
談
日

保
健
師

・
栄
養
士
に
よ
る
相
談

日
時
　
１０
月
セ
日
佃

午
後
１
時
～
５
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室
　
　
一　
問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

※
　
予
約
し
た
時
間
区
来
て
＜
だ
さ
　
一
　

（な
②
２
４
９
５
）

申
し
込
み

口
問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（谷
内
線
１
６
４

・
１
６
６
）

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

日
時
　
１０
月
４
国
関

午
後
７
時
～
９
時

場
所
　
浜
日
保
健
所

健
虜
敬
自

［浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室
］

○
糖
尿
病
教
室

眼
へ
の
影
響
ほ
―
あ
な
た
の
足
ほ

大
丈
夫
！
　
食
事
療
法
　
応
用
編

日
時
　
１０
月
刻
国
内

午
後
１
時
～
２
時
３０
分

受
付
　
午
後
セ
時
３０
分
～
１
時

一受
付
、
ビ
デ
才
鑑
賞

費
用
　
魅
要
Ｅ
応
じ
て
徴
収

場
所
　
カ
ン
フ
ア
レ
ン
ス

（２
階
）

担
当
　
眼
科
医
師
、
外
科
医
師
、
看

護
師
、
管
理
栄
養
士

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

内
科
外
来

（谷
内
線
３
０
１
２
）

○
高
血
圧
教
室

ビ
デ
才

コ
高
血
圧
と
食
生
活
」
、
減

塩
食
の
工
夫
、
肥
満
の
予
防

日
時
　
１０
月
１１
日
側

午
前
１０
時
３０
分
～
１‐
時
３０
分

場
所
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

栄
養
管
理
室
（ａ
内
線
２
４
０
０
）

○
高
脂
血
症
教
室

ビ
デ
才

「高
脂
血
症
と
食
生
活
」
、

食
物
価
維
の
働
き
、
曙
好
晶
に
つ
い

て日
時
　
１０
月
梵
日
側

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

場
所
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

栄
養
管
理
室
（容
内
線
２
４
０
０
）

１
９
９
５
　
平
成
７
年

３
・４
　
長
沢
外
ノ
浦
殿
町
線

（菅
田
踏

線
橋
）
開
通
式

３
・別
　
市
立
第
三
中
学
校
竣
王
式

７
・‐８
　
浜
日
マ
リ
ン
大
橋
起
正
式

７
～
８
　
全
国
高
校
総
然
卓
球
鼻
木道

競
技
大
会
開
催

８
・１
　
浜
田
市
・栄
成
市
友
好
協
力
協

約
調
印

９
，１
　
右
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
開

設
‐０
・４
　
同
布
・摺
石
輸
港
道
路
開
通

１０
。勉
　
浜
田
市
立
マ
リ
ン
交
流
セ
ン

タ
ー
の
竣
工
式

１
９
９
６
　
平
成
８
年

１
・９
　
「世
界
に
開
か
れ
た
ま
ち
」
自

治
大
臣
表
彰
受
賞

３
・帽
　
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館

創
作
活
動
館
竣
工
式

３
・ク
　
オ
リ
ッ
ク
ス
浜
園
開
発
と
環

境
保
全
協
定
を
結
ぶ

３
ｏ２８
　
「地
震
・津
波
緊
急
情
報
ン
ス

テ
ム
」
の
導
入

４
・１
　
浜
日
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
才
―
プ
ン

４
・７
　
浜
田
市
長
選
挙
で
宇
津
徹
男

氏
初
当
選

５
・２５
　
環
境
保
全
都
市
宣
言

９
・
　

県
立
国
際
短
期
大
学
４
年
制

化
が
決
定

９
・　
　
浜
日
・益
日
地
方
拠
点
都
市
地

域
基
本
計
画
　
　
　
　
　
　
　
！

９
・２８
　
源
泉
の
掘
削
工
事
の
□
切
り

式
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よ
、
，ｘ
、
ｘ
、
く
、
ｘ
ヽ
ｘ
ヽ
ｘ
ゝ
Ｘ
ヽ
ｘ
Ｘ
く
ヽ
ｘ
ヽ
メ
ゝ
ｘ
ヽ
ｘ
ヽ
ｘ
ゝ
ｘ
ヽ
ｘ
ヽ
卜
ヽ
ｘ
ゝ
ｘ
ヽ
ｘ
ヽ
卜
ヽ
ｘ
ヽ
Ｘ
ヽ
お

／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ

Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ

　々
局
（ａ④５５５２、囲②７００９）　　　　　苺

ほ認魁電麓蚕盆 対 象者 40歳以上

中

中

中

中

学

中

中

学

中

中

学

中

申

中

学

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

警

平

中

学

中

学

や

中

中

警

中

中　

　

　

　

　

　

苺

受診料 1,100円

※ 胃 がん検診は、空腹状態でないと受診できません。
※ 国 保加入者は無料です。(保険証がら要ですので持参して

ださい。)

対象者 30歳 以上の女性

受診料 1,000円

fO目 献血日程

(全血献血)

※ 献 血時こ使われる採血針や採血バックは
一
人ひとり新

しいものを使用していますので、他の献血者から肝糞や

ェイズなどの病気がうつる心配はありません。

サ

鰹

び

に

診10

１０
。２‐
　
県
西
部
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

業
務
開
始

１０
。２６
～
２７
　
浜
囲
市
文
化
交
流
展
を

中
国
石
嘴
山
市
で
開
催

「
・１
　
浜
日
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館

創
作
活
動
館
が
才
―
プ
ン

確
。２５
　
浜
日
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ

施
設

（サ
ン
“ビ
レ
ッ
ジ
浜
日
）
が

牙
―
プ
ン

ー
９
９
７
　
平
成
９
年

２
・１
　
島
根
県
立
石
見
武
道
館
が

才
ト
プ
ン

３
一２８
　
浜
田
浄
苑
が
竣
工

４
・１
　
市
立
国
府
公
民
館
が
才
―
プ

ン
７
・■
　
国
民
宿
舎
千
畳
苑
の
工
事
着

王
７
・３
　
毒
少
年
健
全
育
成
都
市
宣
言

‐０
・６
　
浜
田
東
中
学
校
建
設
工
事
着

王
１
９
９
８
　
平
成
１０
年

１
・９
　
週
３
回
の
米
飯
給
食
を
本
格

実
施

２
．２５
　
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館

入
館
者
が
５
巧
人
達
成

４
，１
　
浜
国
市
出
身
で
ン
ャ
ー
プ
顧

問
の
佐
々
本
正
氏
Ｅ
浜
田
市
特
別
顧

間
を
委
嘱

４
・２‐
　
島
根
県
立
大
学

（仮
称
）
整
備

工
事
着
工

４
，郷
　
浜
田
市
観
光
協
会
が
Ｊ
Ｒ
浜

田
駅
構
内
ほ
移
転
　
　
　
　
！

６
・５
　
大
長
見
ダ
ム
定
礎
式

７
・‐４
　
県
立
石
見
海
浜
公
園
、
遊
空
間

海
浜
エ
リ
ア
の
完
成
式

日

(躍日)
献血会場 町 名 受付時間

14日金)

ソルコム

浜田営業所
後野町

午前 9時 00分～

1 0 8寺

国土交通省浜日工

事事務所雲月寮前
相生町

午前10時50分～

正午

浜田医療センタ
ー

付属看護学校
黒川町

午後 1時30分～

48寺304小

19日郎0

浜日合同庁舎 片庭町
午前 9時 30分～

1 0 0寺

島根県立大学

{浜日ライオッズグラブ主催)
野原町

午後 1時30分～

48寺

実胞日 受 付  時  間 場

4園ひ0
午前 88寺30分～ 9時 宇野東児童館

午前108寺～103寺30分 上府三宅集会所

5固 (水)
午前 88寺30分～ 98寺 農業構造改善センタ

ー

午前10時～10時30分
一の瀬集会所

11日ひ0
午前 88守30分～ 98寺 下有福研修センタ

ー

午前108寺～10時30分 国府公民館

実施国 受 イ寸 8寺  間 場

17固偶)
午前 9時 30分～10時 石原集会所

午前103寺30分～11時 熱日13町内集会所

21日(a 午後 18寺30分～2時 30分 国府公民館

※ 子 宮がん検診で、必要こ応じて臆密検査を実施した場合

こほ、別途3,400円を負担してもらいます。
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東
福
井
団
地

公
社
分
譲
住
宅

募
集
期
間
　
１１
月
３０
日
佃

（先
着
順
受
付
方
式
）

募
集
区
画
　
帽
区
画

土
地
面
積
　
２
３
３
、
２
１
２ｍ
～
５

３

８

、

１

１

２ｍ

平
方
メ
ー
ト
ル
単
価５
２
、
８
１
４
円

分
譲
価
格
　
建
物
の
設
計
完
了
後
ほ

決
定
し
ま
す
。

受
付
場
所
　
浜
田
土
木
事
務
所
建
築

課

（浜
日
合
同
庁
舎
内
）

※
　
募
集
要
頂
配
布
中

□

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
住
宅

業
務
課
（ａ
０
８
５
２
②
５
６
９
６
）

Ｊ
一
一ｏ
い＼
＼
〓
〓
〓
　
∽
丁
一ヨ
∞
⊃
①
‐　
」本
本
　
」０

浜
田
市
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者

障
害
者
の
社
会
参
加
の
促
進
と
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
＜
だ
さ
い
。

対
象
　
１８
歳
以
上
で
障
害
の
あ
る
人

（身
体
、
知
的
、
精
神
）

１１
月
５
日
働

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

サ
ン
マ
リ
ン
浜
日

申
込
期
間
　
１０
月
１
日
働
～
１５
日
働

向
原
さ
ん

（ａ
②
０
０
９
４
）

第
５５
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

町
和
日
か
ら
赤
谷
ま
で
浜
日
広

道
ウ
牙
―
キ
ン
グ
（約
５
キ
ロ
）

い
ま
す
。
浜
日
藩
主
の
参
勤
交

様
子
、
大
石
谷
城
跡
の
裾
野
任

る
和
国
の
家
並
み
、
中
世
の
豪

屋
氏
の
古
戦
場
重
富
城
跡
。
観

や
石
浦
峠
の
石
畳
。
紅
葉
に
彩

を
山
里
で
フ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
を

み
ま
し
よ
う
。

１０
月
郷
日
０
　
佳
木合
時
間
午
前

時
３０
分

（旭
支
所
入
り
□
）

雨
天
の
場
合
ほ
中
止

弁
当
を
持
参
し
、
山
歩
き
の
で

き
る
靴
を
用
意
し
て
＜
だ
さ
い
。

9〔副香吊電糟容岱希唇旭
※ ※

資
料
代
を
負
担
し
て
＜
だ
さ

下

村

明

雄

さ

ん

（午

後

５

時

以

降

　

ａ

０

９

０

１
７

１

３

１

‐
９

６

３

７

）

年 末 チ ヤ リテ ィ
‐
 素 人 余 芸 大会

出演団体を募集しています。伸良
じグループや職場の人たちと集つて
参施してみませんか。

12月18日lB) 開 演 正 午

石央文化ホール

※ 入 場料ほ前売券1,000円です。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い

初
心
者
も
ベ
テ
ラ
ン
も

一
緒
ほ
楽

し
＜
踊
れ
る
恒
例

の
ダ

ン
ス
パ

ー

テ
ィ
ー
で
す
。
る
見
周
辺
の
ダ

ン
ス

フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
す
。
今
か
ら
始

め
て
み
た
い
人
も
歓
迎
し
ま
す
。
気

軽
ほ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

１０
月
１６
日
個

午
後
５
時
３０
分
～
８
時
３０
分

□

石
見
武
道
館

１
、
０
０
０
円

浜
日
社
交
ダ

ン
ス
を
楽
し
お
会

（Ｓ
Ｄ
会
）
和
日
さ
ん

（
な
②
３

５
８
１
）

創
業

！
経
営
改
　
　

ナヽ
ー

ー０
月
２０
日
肉

小
さ
な
会
社
の
宣
伝

・
広
報
戦
略

１０
月
２７
日
閃
　
儲
か
る
会
社
に
す
る
し

＜
み
　
小
さ
な
会
社
の
社
長
の
仕
事

１１
月
１０
日
閃
　
勝
て
る
企
画
書
の
つ

＜
り
か
た

配
信
時
間
　
午
後
６
時
３０
分
～
８
時

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ツ
ジ
島
根

日

無
料
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ツ
ジ
島
根

（
ａ
０
８
５
５
①
４
５
６
７
）

⊂
刃
庁
”丁
汁
一ｏ
＼̈
＼
〓
〓
〓
　
①
す
０
０
　
ｍ
Ｏ
　
」ｏ
＼

∽
す
一ヨ
∞
⊃
①
＼

１
９
９
８
　
平
成
１０
年

１０
。１
　
空
き
缶
の
分
別
収
集
、
市
内
全

域
で
開
始

１０
・１
　
「
は
ま
だ
特
別
市
民
制
度
」
が

発
足

１０
。２０
　
働
島
根
県
西
部
動
労
者
共
済

△ム
現喪
キ立

１
９
９
９
　
平
成
「
年

‐
．２９
　
全
国
の
ト
ツ
プ
を
切
っ
て
地

域
振
興
券
の
交
付
開
始

２
，７
　
さ
わ
や
か
西
部
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
関
設
　
　
　
・
！

３
・‐９
！垣
民
宿
合
千
畳
苑
陵
エ

３
一２‐
！　
市
立
有
福
申
学
校
閉
校
式

●
．２４
　
市
立
国
市
中
≡
披
材
技
式
！

３
“３７
　
市
立
浜
８
戻
中
学
校
竣
工
式

８
・２８
　
日
布
公
民
館
酸
工
式

了
・６
　
！浜
圏
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館

八
館
者
が
１０
万
人
達
成

１０
．３０
　
浜
□
港
開
港
１
０
０
周
年
記

念
式
典
　
　
　
　
　
！

浜
田
港
５
万
ト
ン
バ
＝
ス

〔暫
定
３

万
ト
ン
バ
ト
ス
〕
が
完
成

２
０
０
０
　
平
成
１２
年

２
・‐５
　
島
根
県
立
大
学
定
礎
式
と
竣

４
・十
　
島
根
県
立
大
学
が
開
学

４
・１
　
び
ん
・ベ
ウ
ト
ボ
ト
ル
・プ
ラ

ス
テ
ツ
ク
谷
器
包
装
の
分
別
収
集
開

始
４
・■
　
浜
Ｂ
市
健
康
増
造
セ
ン
タ
ー

「す
ま
い
る
」
才
■
プ
ン

４
・！２
　
市
長
選
挙
で
宇
津
徹
男
氏
再

選
　
　
　
　
　
　
！　
　
　
　
！

４
，１５
　
西
日
本
最
大
規
模
の
水
族
館

ち
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス
」
才
―
プ
ン
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防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習

（平
成

１７
年

１０
月
～
１２
月
期
分
）

防
火
対
象
物
定
期
点
検
制
度
の
趣

旨
を
理
解
し
、
防
火
管
理
に
係
る
高

度
な
技
能
の
修
得
の
た
め
、
消
防
法

第
８
条
の
２
の
２
お
よ
び
同
法
施
行

規
則
第
４
条
の
２
の
４
第
４
頂
の
規

程
に
基
づ
＜
請
習

（免
状
交
付
）
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

１１
月
２９
日
肉
～
１２
月
２
日
Ｑ
の

４
日
間

□

働
広
島
市
都
市
整
備
公
社

（広
島
市
安
佐
北
区
）

3 B 体 操

ベビーから小学生までの教室です?都 合の良い日|こ参力□して 。
みませんか。

※ キ ッズ、ジュェア3Bほ 運動のできる服装、上履き、 3B

体操カードを持参。
※ 予 定表を希望の人は電話読 ほメTル でお知らせ<だ さい。

石川美智子さん (a④ 1781)
Email:yutti Ko3b_@ybb.ne.Jp
― O  O  O  O  O

ヘ

申
請
期
間
　
１０
月
１１
日
肉
～
１１
月
１５

日
肉

（郵
送
の
み
）

※
　
申
請
書
は
、
浜
日
地
区
消
防
本

部
予
防
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

団
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン

□
―
ド
で
き
ま
す
。

浜
日
地
区
消
防
本
部
予
防
課

谷

②
ｌ
ｌ
６
こ

月 1回、第 1火躍□
午前11時ん正午生後3か月～ 1

歳までの母子

ベアーL/浜日

石 見 武 道 館
日曜火

午
３
正
一耳
”時ヽ

回
「
１
一副

月
午

石 見 武 道館

日躍火

”
３
分
第
４５時ヽ
分

回
９
４５

１
前
時

月
午
１０

ベアーレ浜日

石 見 武 道 館

石 見 武 道 館小学 1年～3年

いずれも1回500円

１０

月

対
象
　
市
内
在
住
で
６０
歳
以
上

４
日
　
ち
ぎ
り
絵
教
室

５
日
　
園
芸
教
室

６
、
７
日
　
陶
芸
教
室

‐２
日
　
音
楽
教
室

‐３
、
２０
日
　
舞
踊
教
室

‐４
日
　
圭
ヨ道
教
室

時
間
　
音
楽
は
１０
時
か
ら
Ａ
舞
踊
は

９
時
４０
分
か
ら
（
そ
の
ほ
か
は
９

時
３０
分
か
ら

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

城
山
大
学
研
修
旅
行

〔∪

１０
月
２６
日
佃

午
前
７
時
３０
分
～
午
後
６
時

〔賜
一
広
島
平
和
記
念
公
園

・
資
料
館

～
広
島
市
植
物
公
園

※
　
バ
ス
ー
合
で
行
き
ま
す
。

□

先
着
４０
人
程
度

８
、
０
０
０
円
程
度

※
　
希
望
者
多
数
の
場
合
、
城
山
大

学
、
城
山
学
級
の
受
話
生
を
優
先

し
ま
す
。

団

市
社
会
福
祉
協
議
会
　
担
当

寺
井
さ
ん

（ａ
②
０
０
９
４
）

中
高
養

赤
ち
や
ん
と
融
れ
合
う
機
会
が
少

な
い
中
高
生
の
み
な
さ
ん
！
赤
ち
ゃ

ん
の
接
し
万
や
遊
び
方
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

ヘ
対
象
　
市
内
在
住
の
中
高
生

講
座
①ｌＯ
月
３０
日
０

　
　
　
．

年
前
９
時
３０
分
～
正
午

「赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
！
」

（年
齢
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
）

講
座
②

〔∪

１０
月
３０
日
０

午
後
０
時
４５
分
～
２
時
４５
分

「遊
び
の
達
人
の
テ
ク
三
ツ
ク
を

ぬ
す
も
う
！
」
（手
遊
び
・パ
ネ
ル

ン
ア
タ
ー
な
ど
を
体
験
）

講
座
③

（円
一
‐２
月
‐８
日
０

午
前
９
時
３０
分
～
正
午

「託
児
ン
ミ
ュ
レ
ト
ン
ョ
ン
」
（実

際
に
託
児
を
し
ま
す
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「す
＜

す
＜
」

※
　
あ
わ
せ
て
赤
ち
ゃ
ん
ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
と
ス
タ
ツ
フ
を
募
集
し
ま

す
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
お
や
こ
劇
場
浜

日

・
那
賀
セ
ン
タ
ー

谷

、
国
②
６
３
９
６
）
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市
民
公
開
講
座

和
ケ
ア
に
つ
い
て
講
演
会
を
開

ま
す
。
気
軽
区
参
加
し
て
み
ま

か
。

マ
　
私
ら
し
＜
生
き
る
た
め
の

緩
和
ケ
ア
」

広
島
県
緩
和
ケ
ア
支
援
セ
ン

ー
長
　
本
家
好
文
さ
ん

１１
月
３
日
側

場
　
午
後
０
時
３０
分

演
　
午
後
１
時
３０
分

※
　
ほ
か
に

「浜
田
地
域
区
お
け
る

緩
和
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

に
つ
い
て
」
浜
日
保
健
所
長
　
谷

□
栄
作
さ
ん
の
講
演
も
あ
り
ま
す
。

石
央
文
化
ホ
ー
ル

日

無
料
浜
日
医
療
セ

ン
タ
ー
管
理
課

（ａ
②
２
３
０
０
）

※
　
緩
和
ケ
ア
と
は
、
が
ん
患
者
様

開 開
恒〕
夕 諦 ¬ 〒 尻 悸 緩

ホ

電化キッチン

体験クッキング

10月13国内 ・

18日側 ・21固0・

訂  正

9月 15日岳にあいて次のとあ
リー誤りがありましたので、訂正

してお詫びします。
P6 上 段 支 所の総務課
誤 人 権同示B啓発
正 人 権同示B教育啓発
P9 過 払い|こなっていません
か 4イ子目

誤 100万 年
正 100万 円

が
抱
え
る
痛
み

（勇
然
、
心
、
社

会
的
）
の
ケ
ア
を
行
い
、
そ
の
人

が
そ
の
人
ら
し
＜
生
き
て
い
＜
こ

と
を
重
視
す
る
医
療
で
す
。

浜
日
医
療
セ
ン
タ
ー
新
病
院
底
お

い
て

「緩
和
ケ
ア
」
病
棟
の
設
置

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ャ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！―
■十
一！―
！―

26団体0

午前 9時 50分～午後 1時

中国電力の浜田営業所 4階

料理教窒

各開催園ごと|こ定員となり次第

締め切り

団 無料

(エプロンを持参して<だ さい)

□ 中国電力の浜日営業所

お客さまサービス課営業担当

佐 本々さん (窓01 2 0 - 3 1 2 -

8 0 2 )

ギ3 htrぇ

西
部
情
報
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

〈
１１
円
　
パ
ソ
コ
ン
研
修
〉

ｃ
ｅ
ｌ
活
用
術

（初
級
者
）

日
佃
～
１１
日
④

ｌ
時
３０
分
～
４
時
３０
分

キ
ス
ト
代
　
８
０
０
円

ス
ト
作
成

（中
級
者
）

日
側
～
１８
日
⑥

‐
時
３０
分
～
４
時
３０
分

キ
ス
ト
代
　
８
０
０
円

コ
ン
入
門
～
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
編

心
者
）

日
閃

・
２５
日
０

・
舞
日
側

・

四‐
時
３０
分
～
４
時
３０
分

キ
ス
ト
代
　
８
０
０
円

く
り
進
む
パ
ソ
コ
ン
教
室

心
者
）

^留
□
午 29口 ^黒

日
午
日
♀
田
午
口
9

初 っ テ 後 固 24初 ソ テ 後 15キ テ 後 9x毎
週
水
躍
日

（祝
日
除
＜
）

午
前
９
時
～
正
午

テ
キ
ス
ト
代
　
３
０
０
円

２
日
佃
　
パ
ソ
コ
ン
入
門

９
日
四
　
年
賀
状
作
成

‐６
日
側
　
ワ
ー
ド
基
礎

３０
日
側
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
俸
験

Ｏ
～
④
各
セ
人

○
超
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

（超
初

心
者
）
毎
週
水
躍
日

（祝
日
除
＜
）

午
前
９
時
～
正
午

テ
キ
ス
ト
代
　
３
０
０
円

（周
｝
１０
人

申
込
締
切
日
　
１０
月
刻
日
閃

※
　
日
時

・
内
容
な
ど
詳
網
ほ
∪
Ｒ

Ｌ
で
確
認
下
さ
い
。

〈
地
域
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
琶
厭
講
座
〉

○
パ
ソ
コ
ン
入
門
～
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
編

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

（周
｝
６
人

○
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
講
座
Ｖ

ｅ
ｒ
，

２

（静
止
画

白
音
声
）

ロ

セ
人

※
　
い
ず
れ
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み
で
き
る
人

※
　
国
時
・内
容
な
ど
詳
細
ほ
∪
Ｒ

Ｌ
で
確
認
し
て
＜
だ
さ
い
。

〈
Ｉ
Ｔ
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
〉

パ
ソ
コ
ン
底
関
す
る
わ
か
ら
な
い

こ
と
を
何
で
も
相
談
し
て
＜
だ
さ

い
。
詳
細
ほ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ほ
て

す
汁
汁ｏ
い＼
＼〓
〓
〓
　
∞
【〇
⊂
ｏ
　
↓〓
ф
ョ
↓　
〇
【

」０
＼
ヨ
〇
丁
①ヨ
∞
α
ф＼

毎
週
土
躍
日

（た
だ
し
第
４
土

躍
日
除
＜
）
午
後
１
時
～
３
時
ま

で
随
時
受
け
付
け

日

無
料

担
当
　
「
Ｍ
Ｃ
浜
日
」
「
シ
エ
ア
ネ
ッ

ト
は
ま
だ
」

申
込
方
法
　
研
修
名
・
住
所

・
氏
名
・

電
話
番
暑
を
明
記
し
て
、
ホ
ー
ム

ベ
ー
ジ
か
往
復
は
が
き
で
申
し
込

ん
で
＜
だ
さ
い
。

県
立
西
部
情
報
化
セ
ン
タ
ー

（〒
６
９
７
１
０
０
１
６
　
野
原
町

１
８
２
６
１
１
　
い
わ
み
―
る
４

Ｆ
　
ａ
④
９
３
４
６
）

す
市
一ｏ
”＼
＼
〓
〓
〓
　
」〇
丁
〇
‐
の
す
一ヨ
Ｏ
Ｄ
①
・

〇
下・
」０
＼
〇
〇
＼
∽
①
一σ
⊂
＼

２
０
０
２
　
平
成
１４
年

２
・‐２
　
戸
籍
事
務
電
算
シ
ス
テ
ム
稼

動
３
・第
　
市
立
松
原
幼
稚
園
閉
園
式

４
・１
　
浜
固
市
Ｉ
Ｔ
推
進
サ
ポ
ー
ト

室
開
設

４
・３０
　
浜
田
市
圭
一隅
町
漁
業
協
同
組

合
合
併
推
進
協
議
会
仮
調
印

７
・菊
　
浜
圏
那
賀
合
併
検
討
協
議
会

詢破
キユ　　　　　　　　　　　　・

８
，５
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ツ
ト
ワ
ー

ク
ン
ス
テ
ム
第
■
次
稼
動

８
，８
　
主
要
地
方
道
浜
田
美
都
線
浜

田
～
弥
栄
問
が
開
通

！！　
！
！
！

１０
・郷

！第
４７
回
水
族
館
技
術
者
研
究

会
に
こ
出
席
の
と
め
秋
篠
！宮
ど
夫
凄

ご
来
浜
　
　
　
　
！

２
０
０
３
　
平
成
１５
年

２
●３
　
は
ま
だ
漁
業
協
同
組
合
発
足

式
３
“２６
　
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館

創
作
活
動
館
が
日
本
生
活
文
化
大
賞

受
賞

！　
　
　
！

４
・１
　
浜
田
市
男
女
共
同
参
団
推
進

条
例
施
行
　
　
！　
　
　
！　
　
　
！

４
・１
　
島
根
県
立
大
学
大
学
院
の
開

学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

４
・■

！浜
□
市
子
育
て
支
援
セ
ラ

タ
ー

「す
＜
す
＜
」
が
牙
■
プ
シ

！

４
一１
　
後
野
・佐
野
ｉ≡
津
丼
地
区
上

水
道
給
水
開
始

！７・■
　
浜
日
！市
十金
明
町
一旭
町
・弥
栄

村
合
併
協
議
会
設
置

（１０
月
■
８
三

！隅
町
加
　
）
　
　
！　
！　
　
！　
！

９
一２‐
　
！山
陰
道
（江
津
道
路
Ｙ
江
津
―

Ｃ
～
浜
田
Ｊ
Ｃ
子
間
が
開
通

！
！
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正

海
技
免
状
お
よ
び
操
縦
免
許
証
の

更
新
を
し
ま
し
ょ
う
。
（５
年
ご
と

に
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。）

対
象
　
免
状
有
効
期
間
満
了
国
の
１

年
前
か
ら
滴
百
日
ま
で
の

「
更
新

期
間
」
内
の
海
技
免
状

・
操
縦
免

許
証
を
持

っ
て
い
る
人

※
　
更
新
期
間
内
に
こ
の
手
続

（更

新
申
請
）
を
行
わ
な
い
と
、
海
技

免
状

・
操
縦
免
許
証
ほ
失
効
し
ま

す
。
失
効
し
た
場
合
、
海
技
免
状
・

操
縦
免
許
証
で
は
船
を
操
船
で
き

な
い
た
め
、
失
効
再
交
付
手
続
が

必
要
任
な
り
ま
す
。

○
失
効
再
交
付
手
続

対
象
　
有
効
期
間
満
百
日
を
経
過
し

た
海
技
免
状

・
操
縦
免
許
証
を

持

っ
て
い
る
人

○
更
新

口
失
効
再
交
付
申
請
の
郵
送

手
続
に
つ
い
て

更
新
申
請

・
失
効
再
交
付
申
請
手

続
き
は
、
本
人
ま
た
は
海
事
代
理
士

が
最
寄
り
の
運
輸
局
お
よ
び
海
事
事

務
所
の
窓
□
で
申
請
手
続
を
お
こ

な

っ
て
＜
だ
さ
い
。

平
成
１３
年
４
月
か
ら
は
、
更
新
講

習
ま
た
は
失
効
再
交
付
講
習
を
一受
講

し
た
場
合
区
限
っ
て
、
本
人
が
窓
□
ほ

出
向
か
な
＜
て
も
書
留
郵
送
ほ
よ
る

申
請
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
区
な
り
ま
し
た
。
（郵
送
申
請
の

方
法
に
つ
い
て
、
詳
し
＜
ほ
中
国
運
輸

周
へ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。
）

※
　
こ
の
郵
送
制
度
は
、
本
人
申
請

の
み
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

更
新
の
要
件

。
更
新
講
習
に
つ

い
て
　
働
海
技
資
格
更
新
協
カ
セ

ン
タ
ー

（ａ
０
３

１
５
２
７
６

１

０
３
０
０
）

更
新
手
続
に
つ
い
て

（公
０
３

‐

５
２
７
６

‐
２
５
０
０
）

更
新
申
請

・
失
効
再
交
付
に
つ
い

て
　
中
国
運
輸
局
　
海
上
安
全
環

境
部
船
員
労
働
環
境
海
技
沓
一格
課

（ａ
０
８
２

１
２
２
８

１
８
７
９

４
）

第
郷
□
全
国
豊
か
な
海
づ
＜
り
大

会
の
開
催
を
契
機
と
し
て
根
付
い
た

「白
主
的
な
環
境
美
化
意
識
」
を
継

続
さ
せ
る
た
め
に
、
去
年
の
１０
月
第

１
日
躍
日
ほ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
も
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
市
民
の
き
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

１０
月
２
日
日

午
前
了
時
～
８
時

（少
雨
決
行
）

清
掃
場
所

（集
合
場
所
）

浜
田
漁
港

（し
ま
ね
お
魚
セ

ン

タ
ー
前
駐
車
場
）

※
　
づ
こ
み
袋
や
軍
手
ほ
用
意
し
ま
す

が
、
清
掃
道
具
な
ど
ほ
準
備
し
て

＜
だ
さ
い
。

□

環
境
課
環
境
保
全
係

（
ａ
内
線
２
５
６

・
２
５
７
）

学
校
人
権
集
会
の

！
ご
案
内

ど
な
た
で
も
気
軽
Ｅ
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

①
講
演
と
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り

演
題
　
ち
よ
っ
と
心
を
か
し
て
＜
だ

さ
い

講
師
　
宮
崎
保
さ
ん

第

一
中
学
校
　
午
前
１０
時
～
正
午

東
中
学
校
　
　
午
後
２
時
～
４
時

○
講
演
と
バ
ン
ド
演
奏

演
題
　
ふ
れ
あ
い
講
演
会
「わ
た
し
の

子
育
て
　
本
当
ほ
ど
う
か
な
？
」

講
師
　
健
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド

～
３
時
４５
分
　
周
布
小
学
校

①
講
演
会

演
題
　
あ
し
た
元
気
ほ
な
あ
れ

講
師
　
側
反
差
別

・
人
権
研
修
所
み

えヽ
　
研
究
員
　
ほ
村
智
広
さ
ん

浜
日
高
校
　
午
前
９
時
～
１０
時

浜
日
商
業
　
午
前
１１
時
～
正
午

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

（ａ
内
線
２
６
０
》

‐０
・ｌ
　
Ｊ
Ｒ
浜
日
駅
前
ほ
「ど
ん
ち
っ

ち
神
楽
時
計
」
設
置

‐０
・５
　
第
２３
回
全
国
豊
か
な
海
づ
＜

り
大
会
開
催

天
皇
畠
王后
両
陛
下
行
幸
啓

‐０
・‐３
　
大
長
見
ダ
ム
竣
正
式

１０
・郷
　
共
創
の
ま
ち
づ
＜
り
研
究
所

才
―
プ
ン

ー０
。３‐
，
「
，４
　
一男
３８
回
全
国
本
サ
ー

フ
イ
ツ
選
手
権
大
会
開
催

！

２
０
０
４
　
平
成
１６
年
　
！

３
一６
　
民
間
ほ
よ
る
浜
日
市
生
湯
温

４
・イ
！市
長
選
挙
で
宇
津
細
男
氏
無

投
票
三
選
　
！
！
　

！
！

４
・％
　
一
般
国
道
９
暑
浜
田
二
二
隅
道

路
事
業
着
手
　
　
　
　
　
！

７
・１
　
右
見
ケ
ー
ブ
ル
ど
ジ
ョ
ン
開

局
７
・１
　

「青
少
年
サ
ポ
ー
ト
は
ま
だ
」

開
設

８
一３
　
新
市
名
称

「浜
国
市
」
に
決
定

８
・７
　
「全
国
高
校
総
体
」
男
子
ソ
フ

ト
ボ
「
ル
競
技
開
催

１０
・１
　
病
後
児
保
育
事
業
「あ
ん
ず
保

育
窒
」
を
ス
タ
■
ト

ーー
・１
　
美
川
地
区
農
業
集
落
排
水
施

設
美
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

‐１
・‐５
　
浜
国
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
新

築
整
備
の
決
定

‐２
・２３
　
浜
田
市
・金
城
町
・旭
町
・弥
栄

村
圭
一隅
町
５
市
町
村
ほ
よ
る
合
併

調
印
式

2諾窒昭甚↓1暑ど弓亀弁提疑粂暑鑑霊『ぞ重岩s

多     無叫活径船隷     ミ
2相需哲美港甲霜攣t奮漏高譜纂醤呂言減ごと】S
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アクアスがら (a①3900)

海の生き物教室

「初級。中級つり講座J

対象 ど なたでも

10月9日 (日)

午前10時～午後 3時

□ 30人
日曜講座 『プロジェクトワイル ドで

自然を体験しよう』

対象 ど なたでも

10月23日(日)

ア
ク
タ
ス
は
っ
し
―
広
場
烈
ま
つ
り

（‐０
鳥
３
日
０
，
１０
日
０
）

イ
ベ
ン
ト
内
容

門
月
８
日
倒

，
午
前
１１
時
タ

長
沢
保
奮
園
楽
碁
演
奏

・
午
後
１
時
～
　
楽
し
＜
３
Ｂ
体
操

１０
月
９
日
側

・午
前
１１
時
～

ハ
ー
ブ
サ
ウ
ン
ズ

（大
正
琴
）

・午
後
十
時
～
　
日
本

一
そ

っ
＜

リ
ビ
ー
ト
ル
ズ
ラ
イ
ブ

・午
前
１０
時
～
午
後
４
時

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
転

的
月
１０
日
伸

・午
前
１１
時
～

上
府
子
供
神
楽
団
（塵
輪
・大
蛇
）

・午
後
１
時
～
　
フ
ラ
ダ

ン
ス

・午
後
２
時
３０
分
～

！
．
、
０
０
０

人
大
ビ
ン
ゴ
ゲ
「
ム
大
会

”午
前
１０
時
，
午
後
４
時

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
転

※
　
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
ず

レ

　

　

　

「ス

ジ

　

　

　

　

ぃ

階

　

　

　

ス
　
一　

　

　

　

い

１
　
　
　
　
ア

ペ
　
　
　
　
　
い

匁　　　　”一幕　　叩　い

午
口
鮪
ク
日
曜
ク
か
ｈｔ　
Ｎ

アタアス入館券の十券は大切に　お

○
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
代
金
　
２
０
０
円

ア
ク
ア
ス
入
館
券
の
半
券
が
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ景
車
本
と
な
け
ま
す
“　
　
　
Ｎ

※
　
但
し
、９
目
０
，‐０
３
働
ほ
プ
ク
ヽ

フ
ス
入
館
の
お
子
さ
ん
に
限
り
無
側
何
嶋

※
　
１０
日
０
入
館
の
お
子
さ
ん
は
、　
ド

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
飛
車
か
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

参
加
の
一
方
を
選
択
し
て
＜
だ
さ

ヾ

い
。　　　　　　　　　　　　　　　　　い

○
豪
華
摘
品
を
揃
え
て
い
る
ビ
ンゴ
い

ゲ
ー
ム
参
加
料
　
　
　
２
０
０
月
ヽ

※
　
侵
し
、
当
日
ア
ク
ア
ス
入
館
つ
い

人
の
み
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
発
売
所
で

ヽ

シ”Ｗ腺掛搬諾酌群券どだン
ド

※
　
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
の
発
売
ほ
午
後

ヾ

２
時
終
了
，
そ
れ
ま
で
に
、
ァ
ク
ヽ

ア
ス
入
館
券
の
半
券
と
ビ
ン
ゴ

ヾ

カ
ー
ド
引
き
換
え
手
続
き
を
終
え

ヽ

て
＜
だ
さ
ぃ
。　
　
　
　
　
ｉ　
　
　
嶋

団

　
右
攻
マ
リ
ン
開
発
株
式
会
社

い

ａ
④
３
３
８
８
）　
　
　
　
は

ク
そ
ク
多
ケ
タ
　
　
ク
タ
ク
多
ク
多
″
多
″
多
″
多
″
ク
ク
ク
″
ぶ

こ
く
ぶ
学
園
学
国
祭

園
児
の
作
品
展
示
、
ゲ
ー
ム
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
温
水
プ
ー
ル
開
放
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
各
種
模
擬
店

・
り

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

１０
月
８
日
働
　
午
前
１０
時
～
午

後
３
時

（雨
天
決
行
）

温
水
プ
ー
ル
開
放

希
望
者
ほ
水
着

・
水
派
帽

・
フ
才

ル
を
持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。

こ
＜
ぶ
学
園
児
童
支
援
グ
ル
ー

プ

（谷
①
０
０
８
４
）

吾
３
と
〓
〓
２
官
蛛
あ
三
ヨ
∞
⊃
ｐ
３
＼

本〇
バ
⊂
σ
⊂
＼

第
５６
回
浜
田
市
文
化
祭

協
替
行
事

浜
田
市
盆
栽
会

第
６８
回
盆
栽
展
示
会

１０
月
８
日
０
～
９
日
０

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（９
国
ほ

午
後
４
時
ま
で
）

□

右
見
公
民
館

交
歓
吟
詠
剣
詩
舞
合
同
発
表
大
会

１０
月
拓
日
個

午
前
９
時
～
午
後
５
時

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

琴
城
流
大
正
琴
振
興
会
浜
回
支
部
発

足
２０
周
年
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
発
表

会

（新
浜
田
市
誕
生
記
念
）

１０
月
３０
日
０

年
後
０
時
３０
分
～
４
時

石
央
文
化
ホ
ー
ル

習
字
秀
作
展

１０
月
塑
日
働
～
％
日
側

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（別
日
ほ

午
後
３
時
ま
で
）

浜
日
公
民
館
ロ
ビ
ー

※
　
い
ず
れ
も
料
金
ほ
無
料
で
す
。

（剛
▲
剛
一
市
文
化
協
会

公

④
６
４
５
３

湧
争
庫
塚
星
塞

『舞
い
上
が
れ
！
刻
人
の
ス
マ
イ

ル
ー
』
を
テ
ー
マ
区
別
や
古
楽
発
表
、

授
業

で
作

っ
た
作
品

の
展
示
や
販

士冗
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
、
食
堂
や
喫
茶
、

さ
ら
区
補
聴
養
の
展
示
や
体
験
、
聴

力
検
査
な
ど
盛
り
た
＜
さ
ん
の
企
画

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１０
月
１６
日
個

午
前
９
時
刻
分
～
午
後
２
時
３０
分

県
立
浜
日
ろ
一？
写
校

（
な
④
０

１
４
６
、
□
④
２
０
６
３
）

丁
汁
汁
ｏ
”＼
＼
〓
〓
〓
い∽
Ｊ
一ヨ
∞
⊃
汁　
①
α
　
」０
＼

す
い
ヨ
Φ
【〇
⊂
＼

２
０
０
５
　
平
成
材
年

３
・２０
　
市
立
原
井
小
学
校
陵
正
式

４
・１
　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

国
府
浄
化
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

４
・８
　
５
市
町
村
合
併
総
務
大
臣
区

よ
る
官
報
告
示

５
・数
　
浜
国
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館

八
館
者
が
３０
万
人
達
成

７
・１
　
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

合
併
仮
契
約
調
印
式

７
・７
　
浜
田
市
民
集
会
所

（旧
市
民
会

館
）
露
漆

７
・第
～
２４
　
全
国
水
産
・海
洋
高
等
寧

校
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
大
会

９
。３
　
浜
団
市
閉
幕
式

ヌ

広報ほまだ !平成 17年 9月 30日暑



サ
ン
一ぃ
レ
ッ
ジ
　
　
か
ら

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
の
才
―
プ

ン

ほ
機
器
の
故
障
の
た
め
延
期
に
な
り

ま
す
。

才
―
プ

ソ
日
時
ほ
確
定
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

移
動
ナ
ト
ス
バ
ン
ク！！！！！！！
！

対
象
　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看
護

職
員
な
ど

内
容
　
求
人

・
求
職
相
談
、
看
護
情

報
の
提
供
な
ど

１０
月
１２
日
佃
、
１１
月
９
日
佃

午
後
１
時
～
４
時

県
看
護
協
会
訪
間
介
護
ス
テ
ト

シ
ョ
ン
そ
よ
か
ぜ
の
丘

（日
町
）

担
当
者
　
森
川
友
子
さ
ん

（県
看
護
協
会
再
就
業
相
談
員
）

（

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（容
０
８
５
２
②
８
５
１
０
）

子
育

て
が
き

っ
と
楽
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
来
て
＜
だ
さ
い
。

対
象
　
子
育
て
中
の
人

講
師
　
島
根
大
学
教
育
学
部
教
授

肥
後
功

一
さ
ん

１０
月
２‐
日
ω

午
前
１０
時
４５
分
～
０
時
３０
分

ス
マ
イ
ル

（す
＜
す
＜
横
）

５
０
０
円

３０
人
～
４０
人

※
　
託
児
あ
り
ま
す
。
（す
＜
ヴ
＜
に

て
）
要
予
約
　
別
途
２
０
０
円

浜
日

・
那
賀
セ
ン
タ
ー

（ａ

・
□

④
６
３
９
６
）

平
成
１７
年
度
　
人
権
尊
重
標
語

日
常
生
活
の
中
で
、
人
権
尊
重
の

精
神
を
強
＜
訴
え
る
標
語
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上

申
込
締
切
日
　
１０
月
３‐
日
側

当
日
消
印
有
効

応
募
方
法
　
は
が
き
ほ
標
語

（１
人

３
点
以
内
）
、
住
所
、
氏
名
、
ふ
り

が
な
、
電
話
番
暑
を
記
入
の
上
郵

送
し
て
＜
だ
さ
い
。

※
　
人
権
週
間
に
入
賞
者
を
表
彰

し
、
広
報
は
ま
だ
に
掲
載
な
ど
の

啓
発
に
活
用
し
ま
す
。

タ
ー
（〒
６
９
７
１
８
５
０
１
　
殿

町
１
番
地
　
な
内
線
２
６
０
）

みんなで上めよう温暖化

10月分側溝消毒予定日

チーム,マイナス6%

日 躍 実 施 計 画

３

！
″
！

５

！≡
０
一

７

！■
■
一

姥

■
憎
，

１４

！
存
一
一

１８

！■
ド
！

２０

！志
４
一

２４

■
距
！

２６

！二
４
一

舞

月

米

水

木

金

火

水

本

金

周

火

氷

本

金

月

火

水

木

金

紺屋町、天満町、新町、錦町

港町 1 、2 、3 、4

原町、瀬戸見町、元浜町

原井町

長沢町 1～ 4、 7

生湯町、長沢町 6、8、桜ケ丘、菅原団地

浅井町 1、 2、 3、 黒川町 1、 2

相生町 1～ 3

杉戸町、笠柄町

小福井団地、),入団地

(環境課)

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
ｌｏ
（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
笠

柄
町
　
坂
根
正
光
　
▽
元
浜
町
　
程

原
恒
子
　
▽
国
分
町
　
玉
中
宏
紀

▽
内
日
町
　
小
川
正
人
　
▽
黒
川
町

野
村
泰
子
　
▽
原
井
町
　
船
崎
利
宗

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
片
庭

町
　
一九
田
正
清
　
▽
西
村
町
　
長
極

淳
弘
　
▽
熱
日
町
　
山
根
徹
　
▽
周

布
町
　
平
野
芳
武
　
▽
外
ノ
浦
町

三
浦
十
三
日
　
湊
政
治
　
▽
西
村
町

峠
日
初
美
　
▽
国
分
町
　
笹
川
颯

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
外
ノ
浦
＝
▽

外
ノ
浦
町
　
湊
政
治
　
一二
浦
十
三
日

○
周
布
原
井
＝
▽
周
布
町
　
平
野
芳

武
　
○
熱
田
２
＝
▽
熱
日
町
　
岡
本

才
サ
メ
　
①
下
府
８
１１
▽
下
府
町

曽
根
邦
子
　
①
唐
鐘
＝
▽
国
分
町

玉
中
宏
紀
　
○
唐
鐘
５
＝
▽
国
分
町

玉
中
宏
紀
　
○
笠
柄
１
＝
▽
堀
義
人

引
地

一
枝
　
○
熱
田
５
＝
▽
熱
日
町

岩
本
靖
雄
　
○
下
内
田
２
Ｈ
▽
内
日

町
　
小
川
粋
子
　
○
黒
川
１
１
３
＝

▽
黒
川
町
　
一暑
多
下
芳
香

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
大
麻
＝
▽
西

村
町
　
裕
元
敏
雄
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
玉
中
宏
紀
　
○
石
見
＝
▽
黒

川
町
　
野
村
泰
子

◎
福
井
地
区
自
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グラントワ 10月8日 (土)オ ープン
グラントワ (島根県芸術文化センター)は、島根県益日市有明町|こ開館する、美術館 (島根県立石見美術館)とホ

ール

(島根県立いわみ芸術劇場)が 融合した芸術文化の殿堂です。

【石見美術館】

華やぐ女たち
エルミタージュ美術館展
―ルネサンスから新古典まで一

10月 8日 口～11月23日側

江戸の奇才 北 斎展
―葛飾北斎とその弟子たち一

12月23日棚～ 1月 23日偶)

ウィーン展
一華麗なる美術と音楽のしらベー

06年 3月 3日 0～ 6月 5日 (月)

〒6980022 島 根県益田市有明町515

島根県芸術文化センタ
ー

a0856① 1860

□ 0 8 5 6 ① 1 8 8 4

【いわみ芸術劇場】

グラントワ開館記念コンサー ト

出演 :錦織健、日中誠、岡崎耕二ほか

10月8日働 午 後 2時 開演

梯岡J之ピアノリサイタル

10月18日四 年 後 6時 30分開演

小澤征爾音楽塾オペラプロジェクトVl

ロッシーニ :歌濠」「セビリヤの理髪師J

10月22日働 午 後 3時 開演

坂東正三郎特別公演
11月20日lB)午 後 1時開演

島根県芸術文化センター

SHIMANE ARTS CENTER

石見美術館
lWAMl ART MUSEUM

いわみ芸術劇場
IWAMl ARTS THEATER

鶴̈韓鰊髄襦餡餡

・石見交通 「グラントワ前」バス停から徒歩 1分
・」R益 日駅から約 l Km(徒歩約15分)
・浜日自動車道浜日 ICか ら約40Km

大 ホ ー ル 美術館ロビー

グラントワ中庭広場

くらしのサ甲ビスガイド
○火災のテレホンサービス (a④ 4343)        ○ こころの健康相談 10月 17日個ン13時30分～153寺30分/浜

○子どもと家庭電話相談室(ao120-258-641)   日 保健所健康増進グループ (片庭町、a④ 5550)へ 電

①休日応急診療 日 躍日・祝日/10時～16時/市役所地階 休    話 で申し込みをしてから。

日応急診療所                      ○ 青少年サポートはまだ な 0120-783-419/月

○行政 ・人権相談 水 曜日/108寺～15時/市役所2階 201会議   ～ 土躍日 (祝日ほ休み)/108寺～188寺

窒                           ○ 高齢者 ・障害者相談 ※ 相談ほ無料

○消費生活相談 膚 ～金躍日/環境課             本 B談日 月 ～金躍日 9時 ～16時 (祝日は休み)

○総合相談 月 躍日/10時～15時/総合福祉センター (野原町   専 門相談(要予約)法 律相談(弁護士)・司法相談伺法書士),

8591、 a② 0068)                             年 金相談(テレビ電話相談)

○法律相談 金 躍日/10時～16時/石見法律相談センター     県 高齢者・障害者総合相談センター・石見分室(いわみ
一る2階)

(市役所日町分室内、a② 4514)            ン ルバー110番 (a④ 9337)

※ 要 予約                          障 害者110番 (a④ 9338、 団④ 9339)

○交通事故相談所開設日 月 ・火 ・水 ・金躍日 (10'20日 ・ ※  手 話通訳 ・要約筆記の必要な人はFAXなどで連絡

31日を除<)/9時 ～16時/いわみ一る2階         ○ 外国人に関する無料法律相談

※ 弁 護士|こよる無料相談 (要予約)第 3水 躍日/138寺15分～   第 4水 躍日/138寺～16時/しまね国際センタ
ー西部支所

14時45分/予約・連絡先 《浜日支所a④ 9342、 松江本所   (熱 日町21352浜 田ポートセンタ
ー内、a④ 7456)

a・ 田 0852② 5102・ 6509》          ※  要 予約

※ 一 般相談もあります。(月～金躍日 9時 ～17時)
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